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［ 岩手開発鉄道・水島臨海鉄道の取り組み］
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先
日
、
も
の
す
ご
く
久
し
ぶ
り
に
東
急
田

園
都
市
線
に
乗
っ
た
。
七
、八
年
ぶ
り
ぐ
ら

い
だ
ろ
う
か
。

う
ち
に
い
る
三
歳
児
と
子
ど
も
向
け
の
人

形
劇
を
観
る
た
め
に
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
へ

向
か
う
途
中
、
渋
谷
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

で
思
わ
ず
、

「
こ
の
電
車
、
マ
マ
が
若
い
と
き
に
よ
く

使
っ
た
ん
だ
よ
」

と
呟
い
た
。

「
マ
マ
が
十
年
生
の
と
き
に
乗
っ
た
の
？
」

と
三
歳
児
が
尋
ね
る
。

十
年
生
と
い
う
の
は
、
三
歳
児
が
こ
の
頃

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
口
に
す
る
言
葉
で
、
私
に
も

意
味
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
だ
が
、「
ワ
タ

シ
が
大
き
く
な
っ
て
十
年
生
に
な
っ
た
ら

…
…
」「
十
年
生
に
な
っ
た
あ
と
、
お
仕
事

し
て
…
…
」
な
ど
と
言
う
の
で
、
お
そ
ら

く
、
お
姉
さ
ん
お
兄
さ
ん
の
よ
う
な
存
在
を

指
し
て
い
る
の
だ
と
思
う
。

「
そ
う
だ
よ
」

頷
き
な
が
ら
急
行
電
車
が
地
下
の
線
路
の

先
に
消
え
て
い
く
の
を
見
送
っ
た
。

私
が
通
っ
て
い
た
大
学
は
、
一
、二
年
生

用
の
校
舎
が
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
に
あ
っ
て
、

三
、四
年
生
用
の
校
舎
が
渋
谷
に
あ
っ
た
。

私
は
埼
玉
に
あ
る
実
家
か
ら
二
時
間
か
け
て

通
学
し
て
い
て
、
文
庫
本
を
広
げ
な
が
ら
電

車
に
長
時
間
揺
ら
れ
た
。
渋
谷
か
ら
た
ま
プ

ラ
ー
ザ
は
、
東
急
田
園
都
市
線
の
各
停
で

三
十
分
く
ら
い
か
か
る
。
ふ
っ
と
ペ
ー
ジ
が

明
る
く
な
る
と
二
子
玉
川
で
、
そ
れ
ま
で
は

地
下
を
走
っ
て
い
た
電
車
が
地
上
に
出
て
い

る
の
だ
っ
た
。
窓
か
ら
多
摩
川
が
見
え
る
と

ス
ー
ッ
と
心
が
広
が
る
よ
う
な
気
分
に
な
っ

た
。
二
子
玉
川
は
今
で
は
お
し
ゃ
れ
タ
ウ
ン

に
な
っ
て
い
る
が
、
私
が
大
学
生
だ
っ
た

二
十
年
ほ
ど
前
は
ま
だ
そ
ん
な
に
開
発
さ
れ

て
い
な
く
て
、
寂
れ
た
川
沿
い
の
街
だ
っ

た
。
渋
谷
と
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
の
中
間
く
ら
い

に
あ
る
二
子
玉
川
に
あ
る
多
摩
川
の
川
岸
で

友
人
た
ち
と
よ
く
語
り
合
っ
た
。
サ
ー
ク
ル

の
人
間
関
係
が
ど
う
の
、
片
思
い
が
ど
う

の
、
単
位
を
落
と
し
そ
う
で
ど
う
の
、
友
人

の
誰
々
に
嫌
わ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
く
て

ど
う
の
、
と
今
思
え
ば
く
だ
ら
な
い
悩
み
を

打
ち
明
け
あ
っ
て
、
と
き
に
は
ば
か
ば
か
し

い
理
由
で
泣
い
た
。
夕
闇
の
川
岸
か
ら
、
田

園
都
市
線
が
窓
を
光
ら
せ
な
が
ら
橋
の
上
を

走
っ
て
い
く
の
が
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
の
よ
う
に

見
え
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

用
賀
、
溝
の
口
、
鷺
沼
、
中
央
林
間
に
友

人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
り
暮
ら
し
し
て
い

て
、
よ
く
泊
ま
り
に
行
っ
て
い
た
。

田
園
都
市
線
の
日
々

山
崎
ナ
オ
コ
ー
ラ

イラスト・岡林玲
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マ
ン
ド
リ
ン
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
い
た
私

は
、
溝
の
口
に
あ
る
ノ
ク
テ
ィ
と
い
う
施
設

で
、
マ
ン
ド
リ
ン
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
し
た
こ

と
も
あ
る
。

そ
し
て
、
ど
こ
よ
り
も
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
に

は
思
い
出
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
た
ま
プ
ラ
ー

ザ
は
今
で
こ
そ
栄
え
て
い
る
が
、
当
時
は
畑

の
中
に
大
学
の
校
舎
が
あ
っ
た
。
そ
の
の
ど

か
な
道
や
、
友
人
た
ち
と
ラ
ン
チ
や
夕
食
を

共
に
し
た
安
く
て
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
中
華

や
あ
ん
ま
り
お
し
ゃ
れ
で
は
な
い
イ
タ
リ
ア

ン
の
店
の
数
々
を
思
い
出
す
。

田
園
都
市
線
の
駅
は
ど
こ
も
、
私
が
よ
く

使
っ
て
い
た
頃
に
比
べ
る
と
格
段
に
洗
練
さ

れ
て
、
日
々
は
遠
く
な
っ
た
。

大
学
の
友
人
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
育
児
や
仕

事
で
い
そ
が
し
く
、
最
近
は
あ
ま
り
会
え
て

い
な
い
。

過
去
は
消
え
た
感
じ
が
す
る
。

子
ど
も
と
一
緒
に
田
園
都
市
線
に
乗
る
日

が
来
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

隣
に
い
る
三
歳
の
子
ど
も
も
、
二
十
年
後

に
は
片
思
い
を
し
た
り
ひ
と
り
暮
ら
し
を
し

た
り
し
て
ば
か
ば
か
し
い
こ
と
で
泣
く
の
だ

ろ
う
か
。
日
々
と
い
う
の
は
不
思
議
な
も
の

だ
。

◎日本民営鉄道協会とは？
昭和 42 年に社団法人として設立、平成 24 年 4 月 1 日付で一般社団法
人に移行、73 社の民営鉄道会社で組織されています。
輸送力の増強と安全輸送の確保を促進し、鉄道事業の健全な発達を図り、
もって国民経済の発展に寄与することを目的とした活動を行っております。
なお、JR 各社や公営地下鉄などは加入しておりません。
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や
ま
ざ
き 

な
お
こ
ー
ら

作
家
。
福
岡
県
生
ま
れ
。
２
０
０
４
年
、「
人
の
セ
ッ
ク
ス
を
笑
う

な
」
で
第
41
回
文
藝
賞
を
受
賞
し
、
作
家
デ
ビ
ュ
ー
。
著
書
に
小
説

『
人
の
セ
ッ
ク
ス
を
笑
う
な
』『
カ
ツ
ラ
美
容
室
別
室
』『
ニ
キ
の
屈
辱
』

『
昼
田
と
ハ
ッ
コ
ウ
』『
美
し
い
距
離
』（
島
清
恋
愛
文
学
賞
受
賞
）『
偽

姉
妹
』
ほ
か
、
エ
ッ
セ
イ
『
か
わ
い
い
夫
』『
母
で
は
な
く
て
、
親
に

な
る
』『
文
豪
お
墓
ま
い
り
記
』
な
ど
が
あ
る
。
近
著
に
小
説
『
趣
味

で
腹
い
っ
ぱ
い
』、
エ
ッ
セ
イ
『
ブ
ス
の
自
信
の
持
ち
方
』
が
あ
る
。
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輸
送
機
関
別
貨
物
輸
送
量
の
推
移

貨
物
輸
送
需
要
は
、
経
済
活
動
か
ら
派
生

し
て
生
じ
る
。
こ
の
た
め
、
貨
物
輸
送
市
場

は
経
済
成
長
や
産
業
構
造
、
流
通
体
制
の
変

化
等
に
よ
っ
て
大
き
く
影
響
さ
れ
る
。
さ
ら

に
国
内
貨
物
輸
送
で
用
い
ら
れ
る
鉄
道
、
ト

ラ
ッ
ク
、
内
航
海
運
等
の
輸
送
機
関
は
、
技

術
進
歩
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
と
も
に
発
展

し
、
輸
送
機
関
間
の
競
合
領
域
が
拡
大
し
て

い
る
。
最
初
に
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
近

年
の
経
済
動
向
や
輸
送
機
関
の
発
展
等
と
照

ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
輸
送
機
関
別
に
貨
物

輸
送
量
の
推
移
を
み
て
お
き
た
い
（
図
１
）。

戦
後
復
興
期
を
振
り
返
る
と
、
戦
時
徴
用

さ
れ
大
き
な
被
害
を
受
け
た
ト
ラ
ッ
ク
や
船

舶
と
比
較
し
被
害
が
小
さ
か
っ
た
鉄
道
は
、

復
興
を
担
う
重
要
な
輸
送
機
関
と
し
て
活
躍

し
た
。
高
度
成
長
期
に
入
る
と
貨
物
輸
送
需

要
は
急
増
し
、
鉄
道
貨
物
輸
送
量
は
増
大
し

て
い
く
。
し
か
し
、
道
路
網
の
整
備
や
ト

ラ
ッ
ク
の
性
能
向
上
と
と
も
に
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
が
急
成
長
し
、
貨
物
分
野
で
も
モ
ー
タ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
ん
だ
。
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の

成
長
率
は
鉄
道
を
大
き
く
上
回
り
、
１
９
６

６
年
度
に
は
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
量
が
鉄
道
輸
送

量
を
上
回
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら
鉄
道
貨
物
輸

送
は
伸
び
悩
み
、
１
９
７
０
年
度
を
ピ
ー
ク

に
長
期
減
少
傾
向
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。

石
油
危
機
を
経
て
安
定
成
長
期
に
移
行
す

る
と
、
日
本
の
産
業
構
造
は
重
厚
長
大
型
か

ら
軽
薄
短
小
型
に
転
換
が
進
ん
だ
。
加
工
組

み
立
て
型
産
業
の
製
品
や
部
品
、
日
用
雑
貨

品
等
、
ト
ラ
ッ
ク
に
適
合
し
た
貨
物
輸
送
需

要
が
増
加
し
、
高
速
道
路
や
幹
線
道
路
の
整

備
と
と
も
に
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
は
全
国
に
輸

送
網
を
拡
大
し
、
長
距
離
輸
送
で
も
主
役
を

担
う
よ
う
に
な
っ
た
。
荷
主
企
業
は
、
在
庫

削
減
の
た
め
多
頻
度
小
口
物
流
方
式
を
導
入

す
る
よ
う
に
な
り
、
迅
速
で
柔
軟
な
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
が
必
要
不
可
欠
に
な
っ
た
。

一
方
、
鉄
道
貨
物
に
合
致
し
た
産
業
基
礎

物
資
の
輸
送
需
要
は
減
少
傾
向
に
転
じ
た
。

な
か
で
も
鉄
道
の
最
大
輸
送
品
目
で
あ
っ
た

石
炭
は
、
石
油
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
と
と

も
に
急
減
す
る
。
国
鉄
は
貨
物
駅
や
貨
物
列

車
を
削
減
し
、
操
車
場
で
貨
車
を
仕
分
け
る

継
送
方
式
を
廃
止
す
る
な
ど
合
理
化
を
進
め

た
も
の
の
、
毎
年
膨
大
な
損
失
を
計
上
し
続

け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

１
９
８
７
年
の
国
鉄
分
割
民
営
化
に
よ

り
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
（
日
本
貨
物
鉄
道
）
は
旅
客

鉄
道
か
ら
線
路
を
借
り
て
貨
物
列
車
を
運
行

■図1 輸送機関別国内貨物輸送量の推移

注 ：トラック輸送量については2010年度以降調査方法が変更されたため、それ以前の数値と連続しない。
資料 ：国土交通省『陸運統計要覧』、『交通関連統計資料集』

（10億トンキロ）
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鉄道貨物輸送の衰退には、複雑な要因が絡み合っており、隘路も多い。
地球規模での環境問題への対応や深刻な長距離運転者不足から、

「貨物鉄道へのモーダルシフト」が叫ばれて久しいが、
さまざまな問題点を解きほぐした上で、
鉄道による物流ネットワークをどう再構築していくのか。
わが国の交通・物流政策の動向を踏まえ、展望する。
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貨物輸送市場をめぐる
構造変化と鉄道貨物輸送の役割
流通経済大学　
流通情報学部 教授

林 克彦
Katsuhiko HAYASHI
東京工業大学理工学研究科社会工学専攻修士課程修了。その後、民間研究所、他大学を経て、
2007年度より流通経済大学流通情報学部に着任。研究・専攻分野は物流産業論、ロジスティ
クス論。日本物流学会、日本交通学会、日本海運経済学会に所属。（公社）日本ロジスティ
クスシステム協会調査研究委員会委員。著書に『宅配便革命』などがある。
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基調報告─ 56

す
る
第
２
種
鉄
道
事
業
者
と
な
っ
た
。
Ｊ
Ｒ

貨
物
は
採
算
性
を
重
視
し
、
コ
ン
テ
ナ
輸
送

に
集
中
し
、
貨
車
を
１
車
単
位
で
貸
し
切
る

「
車し

ゃ
あ
つ
か扱

い
」
で
は
石
油
、
セ
メ
ン
ト
、
石
灰

石
等
の
物
資
別
専
用
列
車
に
特
化
し
た
。
Ｊ

Ｒ
貨
物
発
足
後
は
、
バ
ブ
ル
期
の
輸
送
需
要

増
加
も
あ
り
初
年
度
か
ら
黒
字
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
は
輸
送
需
要
減
や

台
風
、
地
震
等
に
よ
る
度
重
な
る
輸
送
障
害

の
影
響
に
よ
っ
て
赤
字
経
営
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
き
た
。
最
近
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者

不
足
の
追
い
風
も
あ
り
経
営
が
安
定
化
し
、

２
０
１
６
年
度
か
ら
２
年
連
続
で
鉄
道
事
業

が
黒
字
に
な
っ
た
が
、
２
０
１
８
年
度
に
は

西
日
本
豪
雨
に
よ
り
山
陽
線
が
長
期
不
通
と

な
り
、
２
０
１
９
年
度
も
台
風
や
豪
雨
に
よ

る
輸
送
障
害
が
続
く
な
ど
、
災
害
に
対
す
る

脆ぜ
い
じ
ゃ
く弱
性
が
改
め
て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。一

方
、
１
９
９
０
年
、
物
流
２
法
に
よ
る

規
制
緩
和
以
降
、
物
流
事
業
者
の
参
入
が
急

増
し
、
特
に
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
事
業
者
は
激
し

い
運
賃
競
争
を
繰
り
広
げ
た
。
さ
ら
に
荷
主

企
業
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
総
合
的
な
物
流

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
総
合
物
流
事
業
者
が

競
争
力
を
増
し
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
は
総
合
物

流
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
な
構
成
要
素
と
な
っ

た
。
こ
う
し
て
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
は
、
量
的
に

も
質
的
に
も
物
流
の
主
役
と
し
て
の
地
位
を

確
固
た
る
も
の
と
し
た
。

最
近
で
は
、
国
内
輸
送
に
占
め
る
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
の
シ
ェ
ア
は
半
分
近
く
ま
で
増
加

し
、
鉄
道
は
５
％
程
度
に
留と

ど

ま
っ
て
い
る

（
ト
ン
キ
ロ
ベ
ー
ス
）。
鉄
道
の
優
位
性
が
発

揮
で
き
る
長
距
離
（
１
０
０
０
㎞
以
上
）
で

も
６
・
１
％
で
あ
り
、
自
動
車
の
18
・
１
％

を
下
回
っ
て
い
る
（
２
０
１
６
年
度
、
こ
の

他
に
内
航
海
運
75
・
８
％
）。

民
鉄
に
よ
る
貨
物
輸
送
の
状
況

日
本
に
お
け
る
鉄
道
貨
物
輸
送
は
、
国
鉄

と
そ
れ
を
継
承
す
る
Ｊ
Ｒ
貨
物
が
全
国
的
な

幹
線
輸
送
を
担
い
、
全
国
各
地
の
民
営
鉄
道

（
民
鉄
）
は
そ
の
地
域
の
輸
送
需
要
を
満
た

し
て
き
た
。
民
鉄
は
鉄
道
延
長
距
離
が
短
い

た
め
ト
ン
キ
ロ
ベ
ー
ス
の
輸
送
量
は
ご
く
限

ら
れ
て
い
る
。
ト
ン
ベ
ー
ス
で
み
る
と
、
各

地
に
臨
海
鉄
道
が
設
立
さ
れ
た
高
度
成
長
期

に
増
加
し
、
１
９
７
１
年
度
に
は
ピ
ー
ク
と

な
る
５
８
０
０
万
ト
ン
を
記
録
し
た
。

民
鉄
の
貨
物
輸
送
量
は
、
そ
の
後
、
長
期

に
わ
た
り
減
少
傾
向
が
続
き
、
２
０
１
６
年

度
に
は
１
３
２
２
万
ト
ン
に
な
っ
た
。
Ｊ
Ｒ

貨
物
の
輸
送
量
３
０
７
１
万
ト
ン
と
比
較

し
、
43
％
程
度
の
輸
送
量
で
あ
る
。
ま
た
民

鉄
の
コ
ン
テ
ナ
輸
送
量
は
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
12
％

程
度
し
か
な
い
が
、
車
扱
い
輸
送
量
で
は
民

鉄
が
上
回
っ
て
い
る
（
表
1
）。

臨
海
鉄
道
は
、
全
国
で
臨
海
工
業
地
帯
に

鉄
道
を
整
備
す
る
た
め
、
国
鉄
、
地
方
自
治

体
、
企
業
が
共
同
出
資
し
て
設
立
さ
れ
た
。

１
９
６
３
年
に
京
葉
臨
海
鉄
道
が
開
業
し
て

以
来
、
合
計
13
社
が
設
立
さ
れ
た
が
、
現
在

は
10
社
に
減
っ
て
い
る
。
扱
い
別
に
み
る

と
、
臨
海
鉄
道
は
車
扱
い
４
２
２
万
ト
ン
に

対
し
、
コ
ン
テ
ナ
を
２
７
１
万
ト
ン
輸
送
し

て
い
る
。
臨
海
鉄
道
は
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
全
国

コ
ン
テ
ナ
路
線
と
接
続
し
、
臨
海
工
業
地
帯

で
重
要
な
コ
ン
テ
ナ
支
線
と
し
て
も
役
立
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

会
社
別
に
み
る
と
、
大
規
模
工
業
地
帯
に

あ
る
京
葉
、
神
奈
川
、
名
古
屋
各
臨
海
鉄
道

の
輸
送
量
が
１
０
０
万
ト
ン
を
超
え
て
い

る
。
い
ず
れ
も
工
業
地
域
に
発
着
す
る
バ
ル

ク
貨
物
の
車
扱
い
輸
送
が
多
く
を
占
め
て
お

り
、
京
葉
臨
海
鉄
道
で
は
輸
送
量
の
約
77
％

を
石
油
製
品
、
神
奈
川
臨
海
鉄
道
で
も
約

70
％
を
石
油
製
品
、
名
古
屋
臨
海
鉄
道
で
は

約
59
％
を
石
灰
石
が
占
め
て
い
る
。
そ
の
他

の
臨
海
鉄
道
に
つ
い
て
み
て
も
、
仙
台
臨
海

鉄
道
で
は
石
油
製
品
、
福
島
臨
海
鉄
道
で
は

金
属
鉱
、
衣
浦
臨
海
鉄

道
で
は
化
学
工
業
品
と

鉱
産
品
が
大
部
分
を
占

め
て
い
る
。
ま
た
、
水

島
臨
海
鉄
道
、
八
戸
臨

海
鉄
道
、
秋
田
臨
海
鉄

道
、
鹿
島
臨
海
鉄
道
で

は
、
車
扱
い
は
な
く
コ

ン
テ
ナ
の
み
を
輸
送
し

て
い
る
。
鹿
島
臨
海
鉄

道
と
水
島
臨
海
鉄
道
で

は
、
旅
客
輸
送
を
行
っ

て
い
る
。

臨
海
鉄
道
以
外
の
民

鉄
で
は
、
８
社
が
貨
物

を
輸
送
し
て
お
り
、
８

社
合
計
輸
送
量
は
臨
海

鉄
道
合
計
に
や
や
及
ば

な
い
程
度
で
あ
る
。
扱

い
別
に
み
る
と
、
コ
ン

テ
ナ
は
な
く
車
扱
い
の
み
で
あ
る
。
輸
送
量

の
多
い
会
社
順
に
輸
送
品
目
を
み
る
と
、
岩

手
開
発
鉄
道
は
石
灰
石
専
門
、
秩
父
鉄
道
は

ほ
と
ん
ど
が
石
灰
石
、
三
岐
鉄
道
も
大
部

分
が
石
灰
石
、
西
濃
鉄
道
も
石
灰
石
専
門
、

太
平
洋
石
炭
販
売
輸
送※

は
石
炭
専
門
で
あ

る
。
な
お
貨
物
を
輸
送
し
て
い
る
民
鉄
の
う

ち
、
旅
客
を
輸
送
し
て
い
な
い
の
は
岩
手
開

発
鉄
道
、
西
濃
鉄
道
、
太
平
洋
石
炭
販
売
輸

送
で
、
他
の
５
社
は
旅
客
輸
送
を
行
っ
て
い

る
。忘

れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
貨
物
を
輸
送
し

て
い
な
く
て
も
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
全
国
輸
送
網
の
一

部
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
民

■表 1 民鉄による貨物輸送状況（2016年度）

八戸臨海鉄道 330,825 0   330,825 0
仙台臨海鉄道 130,177 552,644 石油製品 492,608 682,821 0
福島臨海鉄道 76,893 193,850 金属鉱 175,370 270,743 0
秋田臨海鉄道 128,600 0   128,600 0
鹿島臨海鉄道 280,737 0   280,737 2,185
京葉臨海鉄道 544,259 1,430,875 石油製品 1,297,861 1,975,134 0
神奈川臨海鉄道 276,507 1,006,000 石油製品 897,564 1,282,507 0
名古屋臨海鉄道 504,846 735,592 石炭石 731,440 1,240,438 0
衣浦臨海鉄道 64,527 301,168 化学工業品 150,080 365,695 0
水島臨海鉄道 373,444 0   373,444 1,759
臨海鉄道合計 2,710,815 4,220,129 石油製品 2,688,033 6,930,944 3,944
太平洋石炭販売輸送 0 416,040 石炭 416,040 416,040 0
岩手開発鉄道 0 2,171,376 石炭石 2,171,376 2,171,376 0
黒部峡谷鉄道 0 25,644 金属製品 5,955 25,644 1,021
秩父鉄道 0 1,933,388 石炭石 1,770,720 1,933,388 8,036
名古屋鉄道 0 4,400 機械 4,400 4,400 378,876
大井川鐵道 0 464 分類不能 464 464 682
三岐鉄道 0 1,087,864 セメント 795,264 1,087,864 5,736
西濃鉄道 0 654,432 石炭石 654,432 654,432 0
臨海鉄道以外合計 0 6,293,608 石炭石 4,596,528 6,293,608 394,351
総合計（民鉄） 2,710,815 10,513,737 石炭石 5,327,968 13,224,552 398,295

（参考）日本貨物鉄道 21,949,793 8,765,201 石炭石 5,944,372 30,714,994 0

事業者名
コンテナ

輸送トン数
（トン）

輸送トン数
合計（トン）

輸送人員
（千人）

車扱い輸送トン数（トン）
主要輸送品目

品目 （トン）

資料：国土交通省『鉄道統計年報』

※石炭輸送専用の太平洋石炭販売輸送臨港線は 2019 年３月末をもって運休し、同年６月末で廃止された。
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鉄
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
整
備
新

幹
線
開
業
後
、
Ｊ
Ｒ
旅
客
会
社
か
ら
経
営
分

離
さ
れ
第
３
セ
ク
タ
ー
に
移
管
さ
れ
た
道
南

い
さ
り
び
鉄
道
、
青
い
森
鉄
道
、
Ｉ
Ｇ
Ｒ
い

わ
て
銀
河
鉄
道
等
の
並
行
在
来
線
鉄
道
会
社

で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
貨
物
は
並
行
在
来
線
鉄
道
会

社
の
線
路
を
利
用
で
き
な
け
れ
ば
全
国
輸
送

が
不
可
能
で
あ
り
、
並
行
在
来
線
鉄
道
会
社

は
貨
物
を
輸
送
し
て
い
な
い
も
の
の
、
そ
の

協
力
な
し
に
は
貨
物
輸
送
は
成
り
立
た
な
い
。

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
政
策
の
展
開

企
業
間
取
引
を
主
体
と
す
る
貨
物
輸
送
市

場
で
は
、
荷
主
企
業
は
経
済
原
則
に
基
づ
い

て
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
を
選
択
し
て
き
た
。
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
は
、
低
廉
な
運
賃
、
迅
速
性
、

ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
輸
送
等
の
面
で
優
れ
、

荷
主
企
業
に
支
持
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
環
境
負
荷
、
安
全
性
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
と
い
っ
た
社
会
的
費
用
の
視
点
か

ら
み
る
と
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
は
鉄
道
輸
送

と
比
べ
劣
っ
て
い
る
。
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
原
単

位
（
1
ト
ン
の
貨
物
を
1
㎞
輸
送
し
た
時
の

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
）
を
比
べ
る
と
、
営
業
用
ト

ラ
ッ
ク
は
鉄
道
の
11
倍
以
上
あ
る
。

労
働
集
約
型
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
産
業
で

は
、
好
景
気
が
続
き
輸
送
需
要
が
増
大
す
る

た
び
に
労
働
力
不
足
が
生
じ
た
。
高
度
成
長

期
や
バ
ブ
ル
期
に
も
運
転
者
不
足
が
問
題
と

な
っ
た
が
、
そ
の
後
の
景
気
後
退
期
に
解
消

さ
れ
た
。
し
か
し
、
現
在
の
労
働
力
不
足
は

少
子
高
齢
化
の
も
と
で
生
じ
て
お
り
、
物
流

危
機
と
も
呼
ば
れ
る
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。

物
流
の
労
働
生
産
性
向
上
が
重
要
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
鉄
道
輸
送
が
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
。

市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
だ
け
で
は
解
消
で
き
な

い
社
会
的
費
用
や
持
続
可
能
性
と
い
っ
た
課

題
に
対
処
す
る
た
め
、
政
府
は
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
を
提
唱
し
て
き
た
。
第
２
次
石
油
危
機

後
の
１
９
８
１
年
に
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

目
的
と
し
て
運
輸
政
策
審
議
会
答
申
に
モ
ー

ダ
ル
シ
フ
ト
が
初
め
て
記
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
バ
ブ
ル
期
（
１
９
９
０
年
）
に
は
労
働

力
不
足
対
策
、
京
都
議
定
書
が
採
択
（
１
９

９
７
年
）
さ
れ
て
か
ら
は
地
球
環
境
問
題
へ

の
対
応
を
主
目
的
と
し
て
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

政
策
が
取
ら
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
物
流
分
野

の
労
働
力
不
足
が
社
会
問
題
化
す
る
な
か
、

２
０
１
５
年
の
交
通
政
策
基
本
計
画
で
は
労

働
力
不
足
対
策
も
環
境
対
策
と
並
ぶ
目
的
と

し
て
掲
げ
ら
れ
、
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
促
進
が

謳
わ
れ
て
い
る
。

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
政
策
の
も
と
で
、
鉄
道

貨
物
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
対
し
て
30
％
補
助

が
行
わ
れ
、
コ
ン
テ
ナ
輸
送
力
が
増
強
さ
れ

て
き
た
。
主
要
幹
線
と
な
る
東
海
道
線
、
山

陽
線
、
北
九
州

－

福
岡
間
で
輸
送
力
増
強
事

業
が
行
わ
れ
、
東
京

－

福
岡
間
で
長
編
成
コ

ン
テ
ナ
列
車
（
26
両
編
成
）
の
直
通
運
転
が

可
能
に
な
っ
た
。
そ
の
他
に
も
武
蔵
野
線
・

京
葉
線
で
の
貨
物
列
車
走
行
対
応
、
門
司
貨

物
拠
点
整
備
、
隅
田
川
駅
輸
送
力
増
強
事
業

等
が
実
施
さ
れ
た
。
輸
送
力
増
強
工
事
の
完

了
に
よ
り
、
コ
ン
テ
ナ
輸
送
力
は
13
％
程
度

増
加
し
た
。
さ
ら
に
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
推
進

の
た
め
の
補
助
制
度
が
設
け
ら
れ
、
荷
主
企

業
と
物
流
事
業
者
と
の
連
携
促
進
事
業
に
対

す
る
初
年
度
運
行
経
費
補
助
、
10
ト
ン
ト

ラ
ッ
ク
荷
台
と
同
等
の
31
フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ

ナ
や
ト
ッ
プ
リ
フ
タ
ー
等
の
荷
役
機
器
導
入

経
費
に
対
す
る
補
助
等
が
実
施
さ
れ
て
い
る

（
国
土
交
通
省
『
鉄
道
へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ

ト
の
状
況
及
び
検
討
に
あ
た
っ
て
の
問
題
意

識
に
つ
い
て
』）。

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
を
推
進
す
る
企
業
に
対

す
る
認
定
や
表
彰
を
行
う
制
度
も
広
ま
っ
て

い
る
。
国
土
交
通
省
・
経
済
産
業
省
等
に
よ

る
グ
リ
ー
ン
物
流
優
良
事
業
者
表
彰
、
鉄
道

貨
物
協
会
に
よ
る
エ
コ
レ
ー
ル
マ
ー
ク
認

定
、
日
本
物
流
団
体
連
合
会
に
よ
る
モ
ー
ダ

ル
シ
フ
ト
優
良
事
業
者
公
表
・
表
彰
制
度
等

が
あ
り
、
多
く
の
企
業
が
参
加
、
応
募
し
て

い
る
。
こ
の
う
ち
鉄
道
を
一
定
割
合
以
上
利

用
し
て
い
る
商
品
や
企
業
を
認
定
す
る
エ
コ

レ
ー
ル
マ
ー
ク
認
定
商
品
数
は
、
２
０
９
品

目
、
認
定
企
業
は
92
社
に
増
加
し
て
い
る
。

岩手開発鉄道はセメント原材料の石灰石輸送を専業とする
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モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
へ
の
取
り
組
み

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
で
は
、
定
型
的
な
大
量

貨
物
を
往
復
輸
送
で
転
換
で
き
れ
ば
効
果

が
大
き
い
。
専
用
列
車
導
入
で
注
目
を
集

め
た
の
が
、
佐
川
急
便
専
用
コ
ン
テ
ナ
列

車
「
ス
ー
パ
ー
レ
ー
ル
カ
ー
ゴ
」（
２
０
０

４
年
）
で
あ
る
。
電
車
型
高
速
貨
物
列
車

を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
東
京
貨
物
タ
ー

ミ
ナ
ル

－

大
阪
・
安
治
川
口
を
約
６
時
間
に

短
縮
し
、
宅
配
便
の
幹
線
輸
送
を
担
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
幹
線
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
と
同

等
の
31
フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
を
導
入
す
る
こ

と
に
よ
り
、
ト
ラ
ッ
ク
を
前
提
と
す
る
宅
配

便
輸
送
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
む
こ
と
が
可
能

に
な
っ
た
。
同
列
車
は
16
両
編
成
で
、
31

フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
28
個
を
輸
送
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
事
例
で
は
、
集
配
距
離
が

短
い
こ
と
も
プ
ラ
ス
要
因
と
な
り
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
81
・
４
％
削
減
さ
れ
た
。

こ
の
他
31
フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
を
利
用
し

た
専
用
コ
ン
テ
ナ
列
車
に
は
、
ト
ヨ
タ
自
動

車
の
部
品
専
用
列
車
「
ト
ヨ
タ
・
ロ
ン
グ

パ
ス
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」（
名
古
屋
南
貨
物

タ
ー
ミ
ナ
ル

－

盛
岡
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
２

０
０
６
年
）
や
福
山
通
運
の
専
用
コ
ン
テ
ナ

列
車
（
東
京
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル

－

東
福
山

－

西
岡
山
、
２
０
１
３
年
）、
西
濃
運
輸
の
一

部
貸
切
専
用
列
車
（
大
阪
・
吹
田
貨
物
タ
ー

ミ
ナ
ル

－
郡
山
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル

－

仙
台

港
、
２
０
１
８
年
）
等
が
あ
る
。
ま
た
、
専

用
列
車
を
運
行
す
る
ほ
ど
貨
物
量
が
な
い
事

業
者
向
け
に
は
、
複
数
の
利
用
運
送
事
業
者

が
共
同
利
用
す
る
「
ス
ー
パ
ー
グ
リ
ー
ン
・

シ
ャ
ト
ル
列
車
」（
東
京
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル

－

安
治
川
口
、
２
０
０
６
年
）
が
運
行
さ
れ

て
い
る
。

最
近
で
は
、
純
平
日
（
火
曜
日
～
金
曜

日
）
に
幹
線
で
専
用
列
車
を
運
行
す
る
余
裕

が
な
く
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
日
に
専

用
列
車
を
運
行
す
る
動
き
が
み
ら
れ
る
。
イ

オ
ン
は
仕
入
れ
先
の
食
品
・
日
用
品
メ
ー

カ
ー
と
協
力
し
て
、
２
０
１
４
年
末
頃
か
ら

繁
忙
期
の
日
曜
日
に
東
京

－

大
阪
間
で
専
用

列
車
を
仕
立
て
て
い
る
。
食
品
メ
ー
カ
ー

系
の
物
流
子
会
社
を
統
合
し
て
設
立
さ
れ

たF-LIN
E

は
、
２
０
１
９
年
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
前
の
日
曜
日
に
東
京

－
大
阪
で
専

用
列
車
を
仕
立
て
た
。

大
部
分
の
コ
ン
テ
ナ
は
専
用
列
車
で
は
な

く
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
定
期
列
車
で
輸
送
さ
れ
て
い

る
が
、
鉄
道
の
人
気
が
高
ま
り
幹
線
輸
送
で

は
予
約
が
と
り
に
く
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
た
め
比
較
的
余
裕
の
あ
る
区
間
を

利
用
し
た
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の
取
り
組
み
が

目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
ア
サ
ヒ

ビ
ー
ル
と
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
は
協
力
し
て
、
２

０
１
７
年
か
ら
利
用
率
の
低
い
北
陸
線
下
り

便
を
吹
田
か
ら
金
沢
ま
で
利
用
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
両
社
は
、
北
陸
向
け
商
品
の
生
産

工
場
を
関
西
に
移
転
し
て
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

を
行
っ
た
が
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
50
・
６
％

削
減
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

鉄
道
貨
物
輸
送
の
将
来

深
刻
な
長
距
離
運
転
者
不
足
が
追
い
風
と

な
り
、
鉄
道
貨
物
輸
送
の
人
気
が
高
ま
っ
て

い
る
。
輸
送
枠
は
実
際
上
、
満
杯
に
近
付
い

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
は
旅

客
会
社
の
協
力
が
な
け
れ
ば
輸
送
力
を
拡
大

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

こ
の
た
め
短
期
的
に
は
、
最
近
取
り
組
み

が
増
え
て
い
る
よ
う
に
、
輸
送
力
に
余
裕
が

あ
る
区
間
や
方
面
を
活
用
し
て
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
輸

送
需
要
が
少
な
い
区
間
が
中
心
と
な
り
、
荷

主
企
業
単
独
で
は
、
定
期
的
に
鉄
道
を
利
用

す
る
の
に
十
分
な
貨
物
が
な
い
こ
と
が
多

い
。
利
用
運
送
事
業
者
に
は
、
こ
の
よ
う
な

荷
主
企
業
の
需
要
を
ま
と
め
、
鉄
道
貨
物
の

輸
送
余
力
と
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
役
割
が
求

め
ら
れ
る
。

運
転
者
不
足
は
、
利
用
運
送
事
業
で
も
深

刻
化
し
て
い
る
。
長
距
離
輸
送
が
多
い
鉄
道

貨
物
で
は
、
コ
ン
テ
ナ
へ
の
積
載
率
を
高
め

る
た
め
、
手
積
み
手
降
ろ
し
で
貨
物
を
満
載

に
す
る
場
合
が
多
い
。
パ
レ
ッ
ト
導
入
等
に

よ
り
労
働
負
荷
を
軽
減
し
、
労
働
条
件
を
改

善
す
る
な
ど
し
て
、
集
配
運
転
者
を
確
保
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

民
鉄
の
線
路
に
は
Ｊ
Ｒ
貨
物
と
接
続
し
て

い
る
区
間
も
多
く
、
特
に
臨
海
部
で
は
大
き

な
輸
送
需
要
が
あ
り
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
で
の

利
用
可
能
性
が
高
い
。
実
際
、
ト
ヨ
タ
・
ロ

ン
グ
パ
ス
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
で
は
名
古
屋
臨

海
鉄
道
、
西
濃
専
用
列
車
で
は
仙
台
臨
海
鉄

道
が
運
行
区
間
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
も
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
補

完
す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

民
鉄
は
ま
た
、
石
灰
石
、
石
油
等
を
大
量

に
車
扱
い
で
輸
送
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
貨

物
は
特
性
上
鉄
道
輸
送
が
適
合
し
て
お
り
、

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
転
換
し
た
場
合
、
大
量
の

Ｃ
Ｏ
２
や
Ｎ
Ｏ
ｘ
等
が
排
出
さ
れ
交
通
安
全
等

の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。
鉄
道
輸

送
を
維
持
す
る
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
社
会

的
費
用
の
増
加
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
る
。

地
域
に
密
着
し
た
民
鉄
に
は
、
地
域
特
性

に
合
っ
た
貨
物
輸
送
需
要
の
掘
り
起
こ
し
も

期
待
さ
れ
る
。
神
奈
川
臨
海
鉄
道
は
、
南
北

に
地
形
が
細
長
い
川
崎
市
内
で
ゴ
ミ
や
焼
却

灰
を
コ
ン
テ
ナ
輸
送
し
て
い
る
。
京
福
電
気

鉄
道
で
は
、
道
路
混
雑
が
著
し
い
観
光
地
を

走
る
嵐
山
本
線
で
ヤ
マ
ト
運
輸
の
専
用
電
車

を
運
行
し
て
い
る
。
旅
客
鉄
道
の
乗
車
率
が

低
く
、
宅
配
便
の
輸
送
効
率
も
低
い
地
方
部

で
は
、
北
越
急
行
が
佐
川
急
便
、
明
知
鉄
道

が
日
本
郵
便
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
で
も
宗
谷
線
で
佐

川
急
便
と
協
力
し
、
貨
客
混
載
を
開
始
し
て

い
る
。

中
長
期
的
に
は
、
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の
社

会
的
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
現

在
、
隘
路
と
な
っ
て
い
る
区
間
を
中
心
に
輸

送
力
を
増
強
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
Ｊ

Ｒ
貨
物
は
、
経
営
改
善
の
た
め
長
年
に
わ

た
っ
て
設
備
、
人
員
へ
の
投
資
を
絞
り
込
ん

で
き
た
が
、
よ
う
や
く
経
営
が
安
定
化
す
る

兆
し
が
み
え
て
き
た
。
一
方
で
な
お
も
、
輸

送
障
害
対
策
、
北
海
道
新
幹
線
高
速
化
時
の

青
函
ト
ン
ネ
ル
内
共
用
走
行
、
並
行
在
来
線

の
維
持
、
線
路
使
用
料
の
議
論
な
ど
、
多
く

の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
持
続
可
能
な
物

流
を
実
現
す
る
た
め
に
、
長
期
的
視
点
か
ら

の
議
論
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
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三
セ
ク
地
方
鉄
道
の
先
駆
的
存
在

―
―
岩
手
開
発
鉄
道
は
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式

で
運
営
さ
れ
る
地
方
鉄
道
の
先
駆
的
存
在
で

す
が
、
創
業
80
周
年
を
ど
の
よ
う
な
思
い
で

迎
え
ら
れ
ま
し
た
か
。

岡
田　

当
社
は
赤
崎

－

岩
手
石
橋
間
、
総
延

長
11
・
５
㎞
の
路
線
を
有
し
、
セ
メ
ン
ト
の

原
材
料
と
な
る
石
灰
石
を
輸
送
す
る
貨
物
専

用
鉄
道
で
す
。
現
在
は
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
が

８
割
以
上
の
株
式
を
有
し
て
い
ま
す
が
、
も

と
も
と
は
80
年
前
に
、
当
時
の
雪
沢
千
代
治

岩
手
県
知
事
が
発
起
人
総
代
と
な
り
、
地
域

の
行
政
と
民
間
の
方
々
が
産
業
振
興
と
地
元

の
発
展
を
目
指
し
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
で
も
沿
線
市
町
の
戸
田
公
明
大
船
渡
市

長
、
神
田
謙
一
住
田
町
長
が
取
締
役
や
監
査

役
を
務
め
て
い
ま
す
。

初
期
の
計
画
で
は
、
大
船
渡
市
・
盛さ

か
り

駅

と
遠
野
市
の
釜
石
線
平
倉
駅
を
結
ぶ
構
想

で
し
た
が
、
太
平
洋
戦
争
で
建
設
工
事
が

中
断
し
、
戦
後
の
１
９
５
０
年
に
日ひ

こ
ろ
い
ち

頃
市
線

（
盛

－

日
頃
市
間
）
が
開
業
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
貨
物
・
旅
客
と
も
利
用
が
伸
び
ず
、
１

９
５
７
年
に
赤
崎
線
（
盛

－

赤
崎
間
）
を
開

業
、
さ
ら
に
１
９
６
０
年
に
日
頃
市
線
（
日

頃
市

－

岩
手
石
橋
間
）
の
路
線
延
長
を
行
い
、

石
灰
石
輸
送
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
石
灰
石
輸
送
の
歴
史
も
60
年
に
な
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。

旅
客
営
業
は
、
自
動
車
の
普
及
と
と
も
に

利
用
が
減
少
し
、
１
９
９
２
年
４
月
に
惜
し

ま
れ
な
が
ら
も
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

当
社
の
旅
客
の
時
代
を
知
る
古
い
地
元
の

方
々
は
、
今
で
も
特
別
な
親
し
み
を
込
め
て

「
開
発
さ
ん
」
と
呼
ん
で
く
だ
さ
い
ま
す
。

一
方
、
旅
客
の
時
代
を
知
ら
な
い
新
し
い
世

代
の
方
々
に
と
っ
て
は
、
当
社
は
「
セ
メ
ン

ト
関
連
の
輸
送
を
行
っ
て
い
る
会
社
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
よ
う
で
す
ね
。「
実
は

東
北
の
鉄
道
が
東
北
本
線
の
み
だ
っ
た
時
代

に
、
大
船
渡
の
人
を
花
巻
経
由
で
東
北
本
線

ま
で
つ
な
ぐ
た
め
に
、
地
元
の
先
輩
た
ち
が

計
画
し
た
鉄
道
会
社
な
ん
で
す
よ
」
と
お
話

特集：地域貨物鉄道の現状と課題
［岩手開発鉄道・水島臨海鉄道の取り組み］

文◉茶木　環／撮影◉織本知之

大船渡市と岩手県内陸部を結び、沿線地域の開発と産業振興を目指して
設立された岩手開発鉄道は、2019 年 8 月、創業 80 年を迎えた。
日本民営鉄道協会加盟会社 73 社の中で、
唯一の貨物輸送を専業とする鉄道事業者である。
2011 年の東日本大震災で甚大な被害を受けたが、8 カ月後には運転再開。
セメント原料である石灰石の鉄道輸送を通じ、震災からの復興に貢献している。
鉄道貨物輸送をめぐる事業環境と経営方針について、
岡田真一代表取締役社長にお話を伺った。

石灰石輸送を通じ、
震災復興に貢献し
地域の経済を支える
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特集：地域貨物鉄道の現状と課題
［岩手開発鉄道・水島臨海鉄道の取り組み］

し
す
る
と
、
若
い
方
々
は
大
変
驚
か
れ
ま

す
。
地
元
の
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
皆
さ
ま
か

ら
大
き
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
歩
ん

で
き
た
80
年
の
歴
史
で
あ
る
と
感
謝
し
て
い

ま
す
。

―
―
近
年
、
セ
メ
ン
ト
需
要
は
高
い
ま
ま
推

移
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
東
日
本

大
震
災
な
ど
を
含
め
て
、
こ
れ
ま
で
の
事
業

環
境
に
つ
い
て
伺
え
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

岡
田　

１
９
９
０
年
代
以
前
に
は
、
当
社
が

担
当
す
る
石
灰
石
の
輸
送
量
は
年
間
４
０
０

万
ト
ン
以
上
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は

徐
々
に
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
ま

た
２
０
０
９
年
に
当
時
の
政
権
が
「
コ
ン
ク

リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

掲
げ
て
以
降
は
、
セ
メ
ン
ト
産
業
全
体
の
生

産
量
が
落
ち
て
い
ま
し
た
。

け
れ
ど
も
、
２
０
１
１
年
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
で
、
す
べ
て
を
押
し
流
す
津
波

の
中
で
、
破
壊
さ
れ
な
が
ら
も
コ
ン
ク
リ
ー

ト
建
造
物
が
屹き

つ
り
つ立

し
て
い
た
光
景
を
ご
記
憶

の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
心
痛
む
光
景
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
わ
た
し
た
ち
が
運
ぶ
石

灰
石
が
セ
メ
ン
ト
と
な
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と

な
っ
て
、
人
々
の
生
命
や
財
産
を
守
る
一
助

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
改
め
て
自
覚
す
る

こ
と
が
で
き
た
、
そ
ん
な
光
景
で
も
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
と
き
、
胸
に
刻
ん
だ
思
い
が
震

災
復
興
に
取
り
組
む
当
社
の
大
き
な
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
復
興
や
そ
の
後
、
国
内

各
地
で
起
こ
っ
た
災
害
か
ら
の
復
興
、
ま
た

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
関
連
施
設
の
建
設
な
ど
で
、
近
年

は
セ
メ
ン
ト
需
要
が
高
ま
り
、
太
平
洋
セ
メ

ン
ト
大
船
渡
工
場
（
以
下
、
大
船
渡
工
場
）

も
堅
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
船
渡
工
場
で
は
工
期
を
短
縮
で

き
る
特
殊
な
セ
メ
ン
ト
を
製
造
し
て
い
ま

す
。
災
害
復
興
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
施
設
建
設
の
よ
う
に
工
期
が
短

い
ケ
ー
ス
で
は
重
宝
さ
れ
、
需
要
が
多
い
ん

で
す
ね
。
当
社
の
石
灰
石
輸
送
量
も
増
加

し
、
現
在
は
積
込
場
の
あ
る
岩
手
石
橋
駅
か

ら
大
船
渡
工
場
の
あ
る
赤
崎
駅
ま
で
１
日
18

往
復
、
年
間
約
２
０
０
万
ト
ン
を
輸
送
し
て

い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
ほ
ぼ
フ
ル
稼
働
の

状
態
で
す
。

た
だ
、
企
業
経
営
と
し
て
は
需
要
が
低
迷

し
て
い
る
時
期
に
輸
送
体
制
の
ス
リ
ム
化
を

実
施
し
て
お
り
、
そ
れ
を
フ
ル
運
転
に
戻
し

た
こ
と
で
人
手
不
足
が
生
じ
て
い
ま
す
。
震

災
以
降
、
若
手
の
採
用
を
増
や
し
、
要
員
と

し
て
は
充
足
し
つ
つ
あ
る
の
で
す
が
、
鉄
道

事
業
は
そ
こ
か
ら
の
育
成
に
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
現
在
、
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

―
―
安
全
・
安
定
輸
送
の
維
持
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

岡
田　

当
社
は
鉄
道
会
社
で
す
か
ら
、
当
然

こ
れ
は
国
土
交
通
省
、
東
北
運
輸
局
の
所
管

と
な
り
ま
す
。
国
の
鉄
道
関
係
の
法
令
の
下

で
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
株
式

の
８
割
以
上
を
有
し
て
い
る
太
平
洋
セ
メ
ン

ト
は
経
済
産
業
省
の
所
管
で
す
。
セ
メ
ン
ト

産
業
は
壮
大
な
装
置
産
業
で
あ
り
、「
鉄
道

事
業
と
し
て
の
安
全
」
と
は
共
通
の
事
柄
が

あ
り
つ
つ
、
鉄
道
事
業
と
は
異
な
る
製
造
業

と
し
て
の
安
全
ル
ー
ル
が
存
在
し
ま
す
。

そ
の
よ
う
に
異
な
る
双
方
の
安
全
文
化
を

融
合
さ
せ
て
、
万
全
の
安
全
管
理
を
行
う
よ

う
努
力
し
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
年
に
運
転
再
開

―
―
東
日
本
大
震
災
で
は
、
被
災
か
ら
８
カ

月
後
の
11
月
に
運
転
を
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
の
こ
と
を
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

岡
田　

当
社
も
津
波
で
中
心
駅
の
盛
駅
か
ら

赤
崎
駅
ま
で
の
約
２
㎞
に
わ
た
り
、
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
同
様
に
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
大
船
渡
工
場
は
、
４
月
に
完
全
復

旧
を
宣
言
し
、
復
旧
計
画
を
発
表
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
合
わ
せ
、
当
社
も
８
カ
月
後
の

11
月
の
運
転
再
開
に
向
け
、
復
旧
作
業
を
直

ち
に
開
始
し
た
ん
で
す
。
全
社
員
が
一
丸
と

な
っ
て
復
旧
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
や
は

り
地
元
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
支
援
が
大
き
な

力
に
な
り
ま
し
た
。

大
船
渡
工
場
で
、
復
旧
し
た
機
械
が
稼
働

を
開
始
し
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
蒸
気
が
上
が
り

１
５
０
m
の
煙
突
に
灯
り
が
点
い
た
と
き
、

地
域
の
方
々
は
と
て
も
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し

た
。
当
社
に
も
全
国
か
ら
励
ま
し
の
言
葉
が

寄
せ
ら
れ
本
当
に
あ
り
が
た
く
思
い
ま
し

た
。復

旧
後
、
大
船
渡
工
場
で
は
、
被
災
地
の

瓦が
れ
き礫

を
受
け
入
れ
、
焼
却
処
理
を
行
い
ま
し

た
が
、
当
社
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
開
発

運
輸
も
そ
の
一
助
に
な
る
べ
く
瓦
礫
を
ト

ラ
ッ
ク
で
工
場
に
運
ぶ
な
ど
、
地
域
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

―
―
岩
手
開
発
鉄
道
、
三
陸
鉄
道
、
鉄
道
か

ら
転
換
し
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
大
船
渡
線
Ｂ
Ｒ

Ｔ
と
、
こ
の
地
域
の
鉄
道
は
東
日
本
大
震
災

か
ら
復
興
し
、
三
様
の
役
割
を
果
た
し
な
が

ら
地
域
を
支
え
て
い
ま
す
。

岡
田　

私
ど
も
も
そ
う
あ
り
た
い
と
強
く

願
っ
て
い
ま
す
。
盛
駅
の
跨
線
橋
か
ら
は
３

JR 東日本と三陸鉄道、岩手開発鉄道の3線が共有する盛駅

年間約 200 万トンの石灰石を輸送する
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社
の
列
車
や
Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
バ
ス
が
よ
く
見
え
ま

す
が
、
こ
の
よ
う
な
場
所
は
珍
し
く
、
各
地

か
ら
お
越
し
に
な
っ
た
皆
さ
ま
も
そ
の
光
景

を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
３
社
共
同
で
年

に
一
度
開
催
す
る
「
３
鉄
ま
つ
り
」
に
は
、

全
国
か
ら
鉄
道
フ
ァ
ン
の
方
々
が
大
勢
い
ら

し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

私
は
三
陸
鉄
道
の
取
締
役
も
務
め
て
お

り
、
Ｊ
Ｒ
山
田
線
の
宮
古

－
釜
石
間
を
移
管

し
て
２
０
１
９
年
３
月
に
誕
生
し
た
全
長
１

６
３
km
の
リ
ア
ス
線
が
、
先
の
台
風
19
号
の

被
害
を
受
け
、
多
く
の
区
間
で
不
通
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
胸
が
痛
み
ま
す
。
当
社
は
、

三
陸
鉄
道
の
車
両
整
備
を
受
注
し
て
い
ま
す

の
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
三
陸
鉄
道
の
復
興

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

―
―
三
陸
鉄
道
以
外
に
も
東
北
の
鉄
道
の
車

両
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
受
託
さ
れ
て
い

ま
す
ね
。

岡
田　

え
え
、
自
社
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル

機
関
車
・
貨
車
な
ど
の
保
守
・
点

検
・
整
備
、
エ
ン
ジ
ン
や
台
車
な
ど

の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
、
そ
の
ほ
か
検

査
な
ど
を
自
社
工
場
で
行
っ
て
お

り
、
他
社
の
車
両
整
備
も
受
注
し
て

い
ま
す
。
東
北
鉄
道
協
会
が
取
り
組

む
技
術
力
共
有
化
事
業
を
通
じ
て
、

ま
た
個
別
に
各
社
と
連
携
を
取
り
合

い
な
が
ら
、
東
北
地
方
鉄
道
の
維

持
・
発
展
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

50
年
先
ま
で
視
野
に
入
れ
た
戦
略

―
―
大
船
渡
市
の
復
興
計
画
が
総
仕
上
げ
の

段
階
に
入
り
ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
中
、

地
域
の
鉄
道
会
社
と
し
て
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

岡
田　

当
社
は
鉄
道
会
社
と
し
て
創
業
し
て

い
ま
す
が
、子
会
社
を
３
社
保
有
し
て
お
り
、

グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
、
鉄
道
の
ほ
か
、
観

光
・
印
刷
・
不
動
産
、
観
光
バ
ス
・
ト
ラ
ッ

ク
輸
送
、
上
下
水
道
工
事
・
土
木
工
事
事
業

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。も

ち
ろ
ん
主
力
事
業
は
石
灰
石
輸
送
と
な

り
ま
す
が
、
岩
手
開
発
鉄
道
グ
ル
ー
プ
と
し

て
、
地
域
の
方
々
に
寄
り
添
い
、
地
域
の
生

活
を
支
え
る
こ
と
を
目
標
に
邁
進
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
の
80
年
間
、
地
元
の
皆
さ
ま

に
お
供
す
る
と
い
う
考
え
で
歩
ん
で
き
ま
し

た
。
今
の
時
代
、
若
い
方
々
は
ネ
ッ
ト
を
使

わ
れ
ま
す
が
、
今
で
も
旅
行
で
も
印
刷
で
も

何
か
あ
る
と
、「
開
発
さ
ん
、
頼
む
」
と
頼

り
に
さ
れ
ま
す
。
地
域
の
方
々
に
は
当
社
グ

ル
ー
プ
を
も
っ
と
上
手
に
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
当
社
グ
ル
ー

プ
か
ら
も
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
社
グ

ル
ー
プ
が
先
頭
に
立
っ
て
、
他
地
域
か
ら
地

元
に
人
を
呼
び
込
む
、
そ
ん
な
取
り
組
み
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も
考
え
て

い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
現
在
実
施
し
て
い
る

の
が
「
ス
マ
ー
ト
ス
タ
イ
ル
開
発
鉄
道
グ

ル
ー
プ
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。「
安
全
・

安
定
・
安
心
」
を
大
原
則
と
し
て
、
地
元
の

方
々
に
よ
り
「
ス
マ
ー
ト
」
に
、「
役
に
立

つ
」「
気
の
利
い
た
」
グ
ル
ー
プ
と
し
て
貢

献
し
て
い
こ
う
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

―
―
「
開
発
さ
ん
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
た

グ
ル
ー
プ
が
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
さ
ら
に

浸
透
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

岡
田　

特
に
若
い
世
代
の
社
員
に
は
、
地
域

に
貢
献
す
る
企
業
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
を
大

切
に
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

当
社
が
運
ん
で
い
る
石
灰
石
が
セ
メ
ン

ト
に
な
り
、
そ
れ
を
使
用
し
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
物
が
建
つ
。
自
分
た
ち
の

仕
事
が
社
会
の
中
で
役
立
っ
て
い
る
こ

と
を
理
解
し
な
が
ら
仕
事
に
当
た
っ
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
し
、
当
社
社

員
は
じ
め
グ
ル
ー
プ
社
員
一
人
ひ
と
り

が
自
ら
地
域
に
溶
け
込
み
、
地
域
の
皆

さ
ま
と
さ
ら
に
深
く
触
れ
合
う
、
そ
ん

な
努
力
を
し
て
い
く
よ
う
指
導
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
今
後
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
抱
負

を
お
持
ち
で
す
か
。

岡
田　

大
船
渡
工
場
は
、
新
鉱
山
の
開
発
に

よ
り
１
０
０
年
分
の
鉱
量
を
確
保
し
ま
し

た
。
今
回
、
開
発
し
た
新
鉱
山
が
稼
働
を
開

始
す
る
の
は
２
０
２
１
年
で
、
こ
れ
と
国
内

最
大
の
７
万
５
０
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
所
の
立
ち
上
げ
で
、
１
０
０
年

分
の
石
灰
石
と
50
年
以
上
の
安
定
電
力
が
確

保
さ
れ
ま
し
た
。
当
社
も「
Ｎ
50（N

ext 5.0 
years

） 

」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
向
こ
う
50

年
間
の
安
定
輸
送
を
堅
持
す
る
た
め
、
２
０

１
９
年
度
よ
り
車
両
・
設
備
の
近
代
化
５
カ

年
計
画
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

石
灰
石
の
鉄
道
輸
送
と
い
う
形
で
、
地
域

の
方
々
の
生
活
や
日
本
の
産
業
の
支
え
と
な

り
、
命
や
財
産
を
守
り
、
そ
し
て
次
世
代
に

つ
な
げ
て
い
く
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と

を
私
た
ち
は
誇
り
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
鉄
道
を
中
心
に
グ
ル
ー
プ
会
社
一
丸
と

な
っ
て
ス
マ
ー
ト
ス
タ
イ
ル
で
企
業
努
力
を

重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

DD5601 が 18 両の貨車を牽引する
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1939 年	 8 月	 	岩手県、沿線市町村ならびに関係企業による第三セクター
地方鉄道会社として設立。岩手県大船渡港と県内陸部を結
び、産業振興を図るとともに、その沿線地域の開発を目的
として、国鉄（現・ＪＲ東日本）大船渡市盛駅－遠野市平
倉駅間、約 29㎞の地方鉄道敷設免許を取得する。

1948年	 1 月	 	関係町村、地元関係者により、「嵓手開発鉄道建設促進既
成同盟会」設立。知事・運輸大臣に建設促進方陳情する。

1950年	10 月	 	日頃市線	盛－日頃市間（6.4㎞）が開業。旅客、貨物輸送
の営業を開始する。

	 	 列車ダイヤは、旅客・混合列車 6往復、不定期２往復。
1955年	11 月	 	開業の喜びとは裏腹に旅客数は少なく、苦難の営業が続く。

再建策の一環として、小野田セメント株式会社大船渡工場
（現・太平洋セメント株式会社大船渡工場）の製品輸送に
合意する。これにより、盛－赤崎間の地方鉄道敷設免許を
申請する。

1957年	 6 月	 赤崎線	盛－赤崎間（2.0㎞）が開業。
	 		 	赤崎駅は、小野田セメント株式会社大船渡工場専用線発着

の貨物専用駅で、貨物輸送のみ営業。定期 6往復・不定期
1往復を運行する。

1957年	10 月	 ダイヤ改正。旅客・混合列車は 1往復削減の 5往復となる。
1960年	 5 月	 	チリ地震による津波被災。赤崎線が甚大な被害を受け、23

日間の不通となる。
1960年	 6 月	 	日頃市線	日頃市－岩手石橋間（3.1㎞）を延伸、開業。
	 		 	小野田セメント株式会社大船渡工場への石灰石輸送を開始

する。機関車 3両、ホッパー車 13 両を増備。１箇列車、
30ｔ積車７両編成のスタートで、定期列車 2往復・不定
期列車 3往復の運行ダイヤにより月間 5万ｔ輸送を目指し
た。現在の鉄道営業路線延長11.5㎞の体制はこのとき確立
された。

1961年	10 月	 	列車ダイヤ改正。石灰石列車２箇列車の運転を開始し、定
期列車４往復・不定期列車７往復に改定。

1962年	 6 月	 	列車ダイヤ改正。石灰石列車を増発し、定期列車６往復・
不定期列車６往復に改定、１箇列車 12両編成とする。

1963年	 7 月	 	列車ダイヤ改正。石灰石列車を増発し、定期列車 10往復・
不定期列車 3往復に改定。

	 	 旅客列車は盛－岩手石橋間の 3往復となる。
1963年	10 月	 	石灰石列車の編成替え。１箇列車、12両編成を14両編成へ。
1966年	 4 月	 	列車ダイヤ改正。石灰石列車を定期列車 12往復・不定期

列車４往復に、セメント列車を定期列車６往復・不定期列
車４往復に改定する。

1968年	10 月	 	列車ダイヤ改正。石灰石列車 23往復となる。石灰石輸送
累計 1000万ｔ達成。

1970年	 8 月	 	列車ダイヤ改正。石灰石列車 24往復となる。２箇列車共
15両編成とする。

1970年	11 月	 	近代化・合理化による体質改善を推進。旅行斡旋業、損害
保険代理業などを営業内容とする岩手開発産業株式会社

（現・連結子会社）を設立。
1972年	 7 月	 	長安寺駅・日頃市駅を無人化。国鉄との旅客・小口扱貨物

等の連絡運輸を廃止する。
1973年	 2 月	 石灰石輸送累計 2000万ｔ達成。
1974年	10 月	 列車ダイヤ改正。石灰石列車 26往復となる。
1976年	 3 月	 	未成線（岩手石橋－平倉間）の地方鉄道営業廃止許可申請

を提出。免許取得以来 36年間、23回にわたって工事施行
期限延伸の許可を得てきたが、依然として鉄道建設の立地
条件が整わないため、建設中止を決定する。

1976年	11 月	 石灰石輸送累計 3000万ｔ達成。
1977年	11 月	 石灰石列車編成替え。2箇列車共 18両編成となる。
1979年	 4 月	 ホキ車 47両 35ｔ積車に改造認可。全車両竣功。
1984年	 2 月	 石灰石列車において一人乗務（ワンマン）運転施行。
1985年	11 月	 	五葉運送有限会社（現・開発運輸株式会社、連結子会社）

を経営継承、トラック事業に進出する。
1986年	 4 月	 自動車事業（一般貸切旅客自動車運送事業）の営業を開始。
1987年	 8 月	 石灰石輸送累計 7000万ｔ達成。
1990年	 6 月	 	株式会社大船渡ゴム工業所（現・開発タイヤ株式会社、連

結子会社）を買収。
1992年	 4 月	 日頃市線の旅客営業を廃止する。
1992年	 5 月	 	管工事業、水道施設工事業、土木工事業などを請け負う有

限会社カイハツ総合設備（現・株式会社カイハツ総合設備、
連結子会社）設立。

1994年	 4 月	 石灰石輸送累計 10000万 t 達成。
1996年	 2 月	 	開発観光バス株式会社（現・連結子会社）を設立し、貸切

観光バス事業を営業譲渡。
2007年	10 月	 開発運輸株式会社が開発観光バス株式会社を吸収合併。
2011年	 3 月	 	東日本大震災による津波で赤崎線が被災。11月 7日に運

転再開。
2012年	 9 月	 石灰石輸送累計 15000万 t 達成。
2013年	10 月	 開発運輸株式会社が開発タイヤ株式会社を吸収合併。

旅客営業時、途中駅では最も利用客が多かった日頃市駅 石灰石を満載した貨物列車。日頃市駅で列車交換を行う 地域の人たちから「開発さん」の愛称で呼ばれる

営業キロ： 赤崎－岩手石橋間　11.5㎞
動 力 車： ディーゼル機関車４両
貨 車： 35 ｔ積ホキ 100 形車 45 両

岩手開発鉄道
小史
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地
方
民
鉄
で
は
唯
一
の
貨
物
専
業

国
内
の
貨
物
鉄
道
に
は
、
旧
国
鉄
の
貨
物

部
門
を
承
継
し
た
Ｊ
Ｒ
貨
物
、
臨
海
工
業
地

帯
の
輸
送
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
臨
海

鉄
道
の
ほ
か
に
、
沿
線
の
特
定
企
業
の
需
要

に
対
応
す
る
地
域
貨
物
鉄
道
に
分
類
さ
れ
る
。

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
大
船
渡
工
場
を
荷
主
と

す
る
岩
手
開
発
鉄
道
は
、
地
域
や
産
業
振
興

を
目
的
に
岩
手
県
や
沿
線
市
町
村
、
関
係
企

業
に
よ
っ
て
１
９
３
９
年
に
設
立
さ
れ
た
、

第
三
セ
ク
タ
ー
地
方
鉄
道
の
先
駆
的
存
在
で

あ
る
。
実
際
に
路
線
が
建
設
さ
れ
た
の
は
戦

後
に
な
っ
て
か
ら
で
１
９
５
０
年
に
旅
客
・

貨
物
の
営
業
輸
送
が
始
ま
っ
た
。
旅
客
輸
送

が
苦
戦
す
る
中
、
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
の
前
身

と
な
る
小
野
田
セ
メ
ン
ト
大
船
渡
工
場
か
ら

委
託
を
受
け
、
貨
物
輸
送
を
拡
大
。
１
９
６

０
年
、
セ
メ
ン
ト
の
原
材
料
と
な
る
石
灰
石

輸
送
を
開
始
し
た
。
旅
客
は
１
９
９
２
年
に

廃
止
し
て
お
り
、
現
在
、
日
本
民
営
鉄
道
協

会
に
加
盟
す
る
地
方
鉄
道
で
は
唯
一
の
貨
物

専
業
鉄
道
で
あ
る
。

盛さ
か
り

駅
を
起
点
と
す
る
日ひ

こ
ろ頃

市い
ち

線
（
盛

－

岩
手
石
橋
間
）
と
赤
崎
線
（
盛

－

赤
崎
間
）

の
２
線
を
有
し
て
い
る
が
、
鉱
山
で
採
掘
し

た
石
灰
石
を
岩
手
石
橋
駅
で
積
載
し
、
盛
駅

を
経
由
し
て
、
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
大
船
渡
工

場
（
以
下
、
大
船
渡
工
場
）
が
あ
る
赤
崎
駅

ま
で
輸
送
す
る
た
め
、
実
質
的
に
は
２
線
接

続
し
て
の
運
行
と
な
る
。
岩
手
石
橋
駅
に
は

石
灰
石
積
込
用
の
施
設
が
あ
り
、
赤
崎
駅
で

荷
降
ろ
し
さ
れ
た
石
灰
石
は
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ

ア
で
大
船
渡
工
場
ま
で
運
ば
れ
る
。

岩
手
開
発
鉄
道
の
石
灰
石
輸
送
量
は
、
１

９
９
３
年
の
４
７
０
万
ト
ン
を
ピ
ー
ク
に
右

肩
下
が
り
と
な
り
、
一
時
は
２
０
０
万
ト
ン

を
切
る
ま
で
減
少
し
た
。
し
か
し
近
年
、
２

０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
以
降
の
災
害
復

興
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
施
設
の
建
設
な
ど
で
セ

メ
ン
ト
需
要
は
高
水
準
を
維
持
し
、
２
０
１

８
年
度
の
輸
送
量
は
２
４
９
万
ト
ン
ま
で
回

復
し
た
。

「
セ
メ
ン
ト
需
要
が
低
迷
し
た
時
代
に
は

先
輩
た
ち
が
苦
労
し
て
乗
務
員
や
運
行
の
見

直
し
を
繰
り
返
し
、
合
理
化
に
取
り
組
み
続

け
る
こ
と
で
会
社
を
守
っ
て
き
た
」
と
伊
藤

林
人
取
締
役
は
振
り
返
る
。

一
方
、
荷
主
で
あ
る
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
は

全
国
に
六
つ
の
直
営
工
場
を
持
っ
て
い
る
。

大
船
渡
工
場
は
東
北
地
方
の
拠
点
で
あ
り
、

岩手開発鉄道株式会社
鉄道部長 運輸課長兼務

鈴木貴之
Takayuki SUZUKI

岩手開発鉄道株式会社 取締役

伊藤林人
Shigeto ITO

特
集
：
地
域
貨
物
鉄
道
の
現
状
と
課
題

［
岩
手
開
発
鉄
道
・
水
島
臨
海
鉄
道
の
取
り
組
み
］

文
◉
茶
木　

環
／
撮
影
◉
織
本
知
之

旅
客
・
貨
物
鉄
道
と
し
て
開
業
し
、
旅
客
輸
送
の
不
振
に
苦
し
ん
だ
岩
手
開
発
鉄
道
は
、

貨
物
輸
送
に
活
路
を
見
い
だ
し
、
約
60
年
前
よ
り
、
現
・
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
大
船
渡
工
場
と

提
携
、
セ
メ
ン
ト
原
料
の
石
灰
石
輸
送
を
専
業
で
受
託
し
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
で
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
が
、
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
と
一
丸
と
な
っ
て

復
旧
に
努
め
、
工
場
と
鉄
道
は
早
期
の
再
開
を
果
た
し
、

そ
れ
は
被
災
し
た
地
域
全
体
に
と
っ
て
大
き
な
励
み
と
な
っ
た
。

地
域
に
お
け
る
鉄
道
事
業
者
の
役
割
や
存
在
を
考
え
な
が
ら

岩
手
開
発
鉄
道
の
貨
物
輸
送
事
業
を
伝
え
る
。

R
E

PO
R

T
.I岩手石橋

日頃市日頃市

長安寺

盛

大船渡

陸前赤崎
赤崎

太平洋セメント

日頃市線

三陸鉄道リアス線

JR大船渡線
（BRT）

赤崎線
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特集：地域貨物鉄道の現状と課題
［岩手開発鉄道・水島臨海鉄道の取り組み］

年
間
２
０
０
万
ト
ン
の
セ
メ
ン
ト
を
国
内
向

け
に
製
造
、
東
北
全
体
で
製
造
さ
れ
る
セ
メ

ン
ト
量
の
50
％
を
占
め
る
。

「
１
日
約
７
０
０
０
ト
ン
の
セ
メ
ン
ト
製
造

に
必
要
な
石
灰
石
を
運
ぶ
に
は
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
で
は
難
し
い
。
当
工
場
で
は
鉱
山
と
工
場

直
結
の
鉄
道
で
、
効
率
的
に
輸
送
し
て
い
る
」

と
大
船
渡
工
場
の
服
部
誠
工
場
長
は
語
る
。

岩
手
開
発
鉄
道
の
運
行
計
画
は
大
船
渡
工

場
の
生
産
状
況
に
連
動
し
、
工
場
の
機
械
の

定
期
修
繕
や
セ
メ
ン
ト
生
産
量
の
調
整
時
に

は
、
列
車
の
運
行
本
数
が
減
便
に
な
る
。
岩

手
開
発
鉄
道
で
は
そ
う
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
に

合
わ
せ
て
、
線
路
の
保
守
点
検
や
道
床
の
更

換
、
ト
ン
ネ
ル
の
修
繕
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

「
機
関
車
１
両
と
貨
車
18
両
、
そ
れ
に
石

灰
石
が
積
載
さ
れ
る
と
総
重
量
は
１
０
０
０

ト
ン
に
な
り
、
線
路
を
は
じ
め
と
し
た
施
設

へ
の
荷
重
の
影
響
は
大
き
い
。
岩
手
石
橋
駅

で
積
載
し
た
貨
車
は
、
最
大
25
‰
の
勾
配
を

下
り
、
山
肌
に
沿
っ
て
続
く
カ
ー
ブ
を
走

る
。
施
設
の
保
守
点
検
は
入
念
に
行
い
、
早

め
早
め
の
修
繕
を
心
掛
け
て
い
る
」
と
、
鈴

木
貴
之
鉄
道
部
長
兼
運
輸
課
長
は
貨
物
鉄
道

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
語
る
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
活

２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
で
は
、「
盛
の
本
社
付

近
で
は
波
が
押
し
寄
せ
て
来
た
と
い
う
よ
り

は
黒
い
水
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
湧
い
て
出
て
く

る
よ
う
な
印
象
だ
っ
た
」（
鈴
木
部
長
）
と

い
う
。
運
休
日
で
あ
っ
た
た
め
、
機
関
車
の

被
災
は
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
赤
崎
線

は
２
㎞
に
わ
た
っ
て
全
壊
し
、
赤
崎
駅
で
は

60
～
90
㎝
の
地
盤
沈
下
、
盛
駅
や
詰
所
、
倉

庫
な
ど
は
床
上
浸
水
、
さ
ら
に
貨
物
車
両

（
40
両
）、
工
事
用
車
両
（
４
両
）
が
浸
水

し
、
道
床
流
出
や
軌
道
異
変
な
ど
甚
大
な
被

害
が
生
じ
た
。

「
あ
ま
り
の
惨
状
に
、
果
た
し
て
再
開
で

き
る
の
か
、
誰
も
が
絶
望
的
に
な
っ
た
」
と

鈴
木
部
長
は
当
時
を
振
り
返
る
。

一
方
、
大
船
渡
工
場
で
は
、
セ
メ
ン
ト
製

造
の
主
工
程
で
あ
る
焼
成
炉
や
セ
メ
ン
ト
ミ

ル
な
ど
が
浸
水
、
受
電
設
備
の
壊
滅
な
ど
設

備
の
70
％
が
被
災
し
た
。
し
か
し
、
震
災
復

興
に
お
け
る
セ
メ
ン
ト
供
給
の
重
要
性
か

ら
、
震
災
か
ら
約
３
週
間
後
の
４
月
１
日
、

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
は
大
船
渡
工
場
の
復
活
宣

言
を
行
い
、
復
旧
計
画
を
発
表
し
た
。

「
工
場
の
復
旧
に
合
わ
せ
て
当
社
も
運
行

を
再
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
使
命

感
で
社
員
の
士
気
が
上
が
っ
た
。
11
月
の
運

転
再
開
に
向
け
、
そ
の
時
、
決
め
た
の
は
自

分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で
や
る

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
」
と
い
う
伊
藤
取
締
役

の
言
葉
通
り
、
車
両
や
施
設
に
関
し
て
の
整

備
・
復
旧
は
自
社
で
行
い
、
電
気
関
係
の
作

太平洋セメント株式会社 大船渡工場 工場長

服部 誠
Makoto HATTORI

岩手石橋駅。石灰石の積込施設では一度に貨車６両分ずつ作業する
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業
は
委
託
し
て
、
信
号
機
・
踏
切
遮
断
機
・

制
御
盤
な
ど
を
敷
設
し
直
し
た
。
余
震
も
多

い
中
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
と
な
っ
た
。

「
団
塊
世
代
の
ベ
テ
ラ
ン
が
大
量
に
退
職

し
た
直
後
だ
っ
た
が
、
何
と
か
間
に
合
わ
せ

な
け
れ
ば
と
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
取
り
組
ん

だ
」
と
鈴
木
部
長
は
語
る
。

自
社
の
復
旧
と
並
行
し
て
、
運
転
士
を
中

心
に
大
船
渡
工
場
復
旧
を
手
伝
う
グ
ル
ー
プ

も
結
成
し
、
支
援
し
た
。
そ
し
て
同
年
11
月

４
日
に
セ
メ
ン
ト
製
造
が
再
開
、
11
月
７
日

に
は
岩
手
開
発
鉄
道
の
運
転
が
再
開
し
た
。

「
よ
う
や
く
間
に
合
っ
た
と
い
う
思
い
と
と

も
に
、
復
旧
し
た
施
設
が
貨
物
の
荷
重
に
耐

え
ら
れ
る
か
不
安
も
あ
っ
た
」（
伊
藤
取
締

役
）
が
、
地
域
を
代
表
す
る
企
業
で
あ
る
大

船
渡
工
場
と
岩
手
開
発
鉄
道
の
再
開
は
地
元

の
人
々
に
と
っ
て
も
大
き
な
励
み
と
な
っ
た
。

「
ま
ち
の
活
力
を
取
り
戻
す
た
め
に
早
急

に
復
旧
を
計
画
し
、
国
や
県
、
大
船
渡
市
な

ど
行
政
の
ご
努
力
、
東
北
電
力
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
工
場
の

年
内
再
稼
働
が
実
現
で
き
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
岩
手
開
発
鉄
道
の
協
力
も
大
き
い
」
と

服
部
工
場
長
は
語
る
。

ま
た
、
大
船
渡
工
場
で
は
比
較
的
早
期
に

復
旧
し
た
焼
成
炉
を
使
用
し
、
東
北
以
外
に

も
関
東
圏
な
ど
の
瓦が

れ
き礫

を
は
じ
め
と
す
る
災

害
廃
棄
物
を
受
け
入
れ
、
焼
却
処
理
と
セ
メ

ン
ト
資
源
化
を
行
っ
た
。

現
在
、
東
日
本
大
震
災
当
時
の
廃
棄
物
の

処
理
は
終
了
し
て
お
り
、
２
０
１
８
年
の
西

日
本
豪
雨
災
害
の
廃
棄
物
受
け
入
れ
を
行
う

と
と
も
に
、
２
０
１
９
年
の
台
風
関
連
に
よ

る
廃
棄
物
に
つ
い
て
も
受
け
入
れ
を
検
討
し

て
い
る
と
い
う
。

設
備
の
老
朽
化
と
技
術
の
継
承
を
課
題
に

東
日
本
大
震
災
の
復
旧
で
も
そ
の
力
を
発

揮
し
た
が
、
岩
手
開
発
鉄
道
に
代
々
伝
わ
る

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
・
貨
車
等
の
点
検
整
備

に
関
す
る
技
術
力
は
高
く
、
他
社
よ
り
各
種

点
検
整
備
を
受
託
し
て
い
る
。
受
託
作
業
は

平
成
初
期
に
始
め
た
が
、
東
北
地
区
の
民

鉄
・
三
セ
ク
鉄
道
事
業
者
が
加
盟
す
る
東
北

鉄
道
協
会
「
中
小
鉄
道
事
業
者
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
技
術
力
共
有
化
事
業
と
相
互
送

客
事
業
）」
で
岩
手
開
発
鉄
道
の
「
強
み
」

と
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
促
進
さ
れ
た
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
の
一
環
で
は
あ
る
が
、
他
社

の
車
両
を
取
り
扱
う
こ
と
で
社
員
の
責
任
感

が
一
層
高
ま
っ
た
」
と
伊
藤
取
締
役
は
説
明

す
る
。

現
在
、
岩
手
開
発
鉄
道
が
抱
え
る
課
題
は

こ
う
し
た
技
術
の
継
承
と
人
材
育
成
で
あ

る
。
団
塊
世
代
の
一
斉
退
職
や
事
業
規
模
の

縮
小
で
社
員
数
が
減
少
し
て
い
た
が
、
震
災

後
の
セ
メ
ン
ト
需
要
の
高
ま
り
を
背
景
に
、

若
い
世
代
を
中
心
に
採
用
数
を
増
や
し
て
き

た
。
全
社
員
の
平
均
年
齢
は
36
歳
、
鉄
道
部

門
は
35
歳
と
さ
ら
に
若
く
、
震
災
以
降
に
採

用
し
た
社
員
が
全
体
の
半
数
を
占
め
る
。

「
震
災
復
興
に
貢
献
す
る
企
業
で
働
き
た

い
と
志
望
し
て
き
た
者
が
多
い
」（
伊
藤
取

締
役
）
と
い
う
が
、
鉄
道
の
現
場
で
は
、
経

験
の
浅
い
若
手
社
員
に
対
し
て
、
指
導
に
当

た
る
社
員
が
足
り
な
い
現
象
が
起
こ
っ
て
い

る
。そ

の
一
つ
の
解
決
策
と
し
て
、「
東
北
鉄

道
協
会
の
他
社
と
連
携
し
て
行
わ
れ
る
研
修

会
な
ど
は
、
当
社
に
と
っ
て
大
変
貴
重
な
機

会
と
な
る
も
の
で
、
大
い
に
活
用
し
て
い

る
」
と
伊
藤
取
締
役
は
話
す
。

も
う
一
つ
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

車
両
・
設
備
の
老
朽
化
対
策
で
あ
る
。
ト
ン

ネ
ル
や
橋
梁
な
ど
の
施
設
は
開
業
以
来
の
も

の
で
あ
る
。
石
灰
石
の
輸
送
開
始
か
ら
60

年
、
４
両
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
、
45
両
の

貨
車
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
製
造
後
40
年
以
上

を
経
過
し
て
い
る
。
特
に
石
灰
石
を
積
載
す

る
貨
車
は
半
数
が
60
年
以
上
経
過
し
、
本
来

は
６
㎜
の
鉄
板
が
半
分
に
消
耗
し
た
も
の
を

補
強
し
な
が
ら
使
用
し
て
い
る
。

「
新
造
は
不
可
能
で
も
、
機
関
車
な
ら
中

古
車
両
購
入
な
ど
で
手
当
て
が
で
き
る
が
、

石
灰
石
専
用
に
製
造
し
た
貨
車
の
代
わ
り
を

見
つ
け
る
こ
と
は
難
し
い
」（
鈴
木
部
長
）

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
は
大
船
渡
市
に
隣
接
す

る
住
田
町
の
袰ほ

ろ
し
や
ま

下
山
鉱
山
を
開
発
し
、
２
０

２
１
年
よ
り
採
掘
を
開
始
す
る
。
さ
ら
に
国

内
最
大
の
７
万
５
０
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
所
を
設
立
し
、
今
後
長
期
に

わ
た
る
セ
メ
ン
ト
の
安
定
供
給
す
る
体
制
を

整
え
た
。
岩
手
開
発
鉄
道
は
そ
れ
に
準
じ
た

輸
送
体
制
の
確
立
に
取
り
組
み
、
現
在
、
車

両
・
設
備
の
近
代
化
５
カ
年
計
画
を
進
め
て

い
る
。

地
域
の
産
業
振
興
と
発
展
を
追
求
し
続
け

る
岩
手
開
発
鉄
道
は
、
地
域
と
旧
交
や
新
た

な
交
流
を
深
め
な
が
ら
次
の
歴
史
を
刻
ん
で

い
く
だ
ろ
う
。

上／赤崎駅。専用線上に石灰石荷降ろし施設がある
左／走行音を響かせて第二盛川橋梁をわたる

上／関谷トンネルを通過する
左／盛駅に置かれている車両基地

太平洋セメント大船渡工場。中央の煙突がシンボルとなっている
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復興まちづくりは8割以上が完了・達成

大船渡市の人口は現在 3万 6000 人弱で、東日本大震災以降の
8年余りで 5000 人強、減少しています。東日本大震災で被災し
た世帯数は当時の 3分の１を占める約 5600 世帯、亡くなった方、
行方不明の方は合わせて 419人と人口の１％に当たります。
震災後は 256 種類の復興事業を行い、2019 年の 9月までに 8
割強が完了または目的を達成しました。国・岩手県・大船渡市によ
る復興費用（約 4000 億円）の約 93％まで進捗し、「復興の総仕
上げ」の段階を迎えています。復興需要のピークは 2012 年から
2013年にかけてであり、市内総生産や市民所得は震災前に比べ1.5
倍に増えています。復興需要の減少とともに、市内総生産、市民所
得は下がりますが、震災前の状態に戻ったら、復興は失敗です。震
災前よりも高いところに軟着陸させる必要があります。そして、そ
の状況を維持・向上させていかなければなりません。そのためには、
生産性を上げることが必至と考えています。
市の中心部では区画整理を行い、高台に移転した住宅の跡地を利
活用して復興まちづくりを行っています。また中心部以外でもそう
した行政や民間の土地を集約し、一例では巨大な規模のトマトの栽
培施設の稼働や珍しい夏イチゴの栽培施設の建設が開始されるな
ど、民間企業による新たな事業も生まれています。これが、大船渡
市が目指している、復旧ではない「復興」するまちの姿なのです。
市内企業の復興では、太平洋セメント大船渡工場が震災３週間後
に工場の再開を宣言し、11月にはセメント製造を再開、それに伴
い岩手開発鉄道も運行を再開しました。そこに至るまでには、関係
者の方々の並々ならぬご苦労があったと思います。震災後初めて工
場にともった灯りと煙突からの煙は、私たち市民に大きな勇気を与
えてくれました。また、大変光栄なことに当時の天皇、皇后両陛下
が行幸啓され、私から復興事業の状況をご説明させていただきまし
たし、太平洋セメント大船渡工場では瓦

が れ き

礫処分のご視察などをして
いただきました。
　
持続するまちへ向けて具体的な施策を推進

まちづくりは復興から次のステージに進んでいます。高齢社会化・
人口減少は免れませんが、持続する力を持ったまちにするにはどう

したらいいか。私は市長として、より具体的な施策を進めていきた
いと考えています。生産性を向上し、市民の所得を上げ、少子化に
も歯止めをかけていかなければならない。首都圏と岩手県の最低
賃金では約 223円低いという格差があるのです。これを 20～ 30
年かけてでも是正していかないと若い世代は、多くが都会へ流出し
てしまうでしょう。
市民の暮らし、大船渡市の魅力や経済力を向上させる、つまり地

域力を磨いていくには地域企業の力がぜひとも必要です。産業人材
の育成や従業員の再教育、またそれと並行して企業が生み出すもの
に付加価値を付ける。大船渡市の地域や企業にしかない、独自性の
あるものを生み出し、磨いていくことが重要であると考えています。
全国各地で重宝される、特殊なセメントを製造する太平洋セメ

ント大船渡工場は、新たな鉱床を開発するとともに、大規模なバ
イオマス発電所を建設しています。ここでは市の電力総使用量の
170％を発電できるそうです。そして岩手開発鉄道は間接的に市民
生活の基盤を支えるとともに、他社からの鉄道車両のメンテナンス
を受注し、東北地方の鉄道の維持・存続に貢献している。太平洋セ
メントと岩手開発鉄道は共に地域の宝であると思っています。
市としても、特産品づくりに力を入れ、メイン産業である漁業や

関連産業などの振興を進めています。オリジナリティーを持った特
産品が大船渡から東北各地、全国へと広がっていく。かつては首都
圏から遠く離れたイメージを持たれていた大船渡ですが、三陸沿岸
道路も通り、各地との結び付きも強くなってきました。
さらに交流人口の拡大も課題の一つと考えています。2019 年 3

月に全線開通した環境省所管の「みちのく潮風トレイル」は、青森
県八戸市から福島県相馬市までの太平洋沿岸をつなぐロングトレイ
ルです。また、東日本大震災の伝承施設をネットワーク化し、その
経験と教訓を後世に伝える「3・11 伝承ロード」も形成され、交
流人口の拡大に期待しています。2019年リアス線として再スター
トした三陸鉄道は先の台風 19号の被害を受けましたが、観光面で
は鉄道やＢＲＴの力も活用していきたいと考えています。ものづく
りツーリズムとして実施した太平洋セメントや岩手開発鉄道を見学
するツアーも、好評でした。
官民一体となって地域力の向上に取り組んでいく。それが大船渡

市の地方創生のあり方であり、復興の次の目的として推進していき
ます。

復興の次のステージで
官民一体となった
地域力向上を目指す

大船渡市長

戸田公明
Kimiaki TODA

東日本大震災から約９年がたち、甚大な被害を受けた大船渡市は復
興の総仕上げに入っている。次なる目標は産業の振興による地域の
活性化と生産性の向上だが、そこには市民所得の上昇や少子化へ
の歯止めなどの課題解決策がある。持続するまちづくりを推進する
戸田公明大船渡市長にお話を伺った。

特集：地域貨物鉄道の現状と課題
［岩手開発鉄道・水島臨海鉄道の取り組み］
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水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
か
ら
の
輸
送
を
担
う

―
―
最
初
に
、
水
島
臨
海
鉄
道
の
成
り
立
ち

と
概
要
か
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
ま
す
か
。

西
山　

前
身
は
１
９
４
３
年
に
開
業
し
た
旧

三
菱
重
工
業
水
島
航
空
機
製
作
所
の
専
用
鉄

道
で
す
。
当
時
は
蒸
気
機
関
車
が
客
車
と
貨

車
を
牽
引
し
、
汽
笛
の
音
が
ピ
ー
ポ
ー
と
響

き
わ
た
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
は
現
在
で
も
「
ピ
ー
ポ
ー
」
の
愛
称
で

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

戦
後
は
倉
敷
市
交
通
局
に
移
管
さ
れ
、
そ

の
後
、
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
か
ら
の
貨
物
輸

送
を
担
う
た
め
、
１
９
７
０
年
に
旧
国
鉄
と

倉
敷
市
、
岡
山
県
、
進
出
企
業
が
出
資
し
て

水
島
臨
海
鉄
道
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
１
９
８
７
年
の
国
鉄
民
営
化
に
伴

い
、
旧
国
鉄
の
出
資
分
は
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
移
管

さ
れ
て
お
り
、
現
在
も
Ｊ
Ｒ
貨
物
と
倉
敷
市

が
35
％
ず
つ
株
を
持
っ
て
い
ま
す
。
２
大
株

主
の
Ｊ
Ｒ
貨
物
と
倉
敷
市
に
経
営
指
導
を
仰

ぎ
、
自
主
経
営
を
し
て
い
る
第
三
セ
ク
タ
ー

方
式
の
鉄
道
事
業
者
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
ね
。
当
社
社
長
は
歴
代
の
倉
敷
市
長
が
務

め
、
現
社
長
に
は
、
伊
東
香
織
市
長
が
就
任

し
て
い
ま
す
。
市
長
と
し
て
公
務
ご
多
忙
の

中
、
鉄
道
の
利
用
促
進
を
強
力
に
ご
支
援
く

だ
さ
り
、
当
社
の
精
神
的
な
支
柱
に
な
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
国
の
臨
海
鉄
道
10
社
の
中
で
貨

物
輸
送
と
旅
客
輸
送
を
展
開
し
て
い
る
の
は

鹿
島
臨
海
鉄
道
と
当
社
の
２
社
だ
け
で
す
。　
　

貨
物
事
業
で
は
、
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
か

ら
貨
物
専
用
の
東
水
島
駅
ま
た
は
倉
敷
貨
物

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
に
製
品
が
運
ば
れ
、
当
社
の

貨
物
列
車
に
積
載
し
て
、
岡
山
の
貨
物
タ
ー

ミ
ナ
ル
を
経
て
Ｊ
Ｒ
に
乗
り
入
れ
ま
す
。
東

水
島
駅

－

Ｊ
Ｒ
倉
敷
駅
間
の
貨
物
輸
送
を
１

日
３
往
復
し
て
い
ま
す
。

―
―
貨
物
輸
送
は
時
代
に
よ
っ
て
大
き
く
変

化
し
て
き
ま
し
た
が
、
事
業
環
境
や
輸
送
量

に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

西
山　

会
社
設
立
当
初
は
石
油
の
タ
ン
ク
車

を
は
じ
め
セ
メ
ン
ト
、
石
灰
石
の
専
用
列
車

特集：地域貨物鉄道の現状と課題
［岩手開発鉄道・水島臨海鉄道の取り組み］

文◉茶木　環／撮影◉織本知之

旧三菱重工業水島航空機製作所の専用線を前身とする水島臨海鉄道は、
1970 年、旧国鉄・倉敷市・岡山県・進出企業の出資により設立された
第三セクター方式の鉄道事業者であり、西日本唯一の臨海鉄道である。
コンテナ輸送による貨物輸送と旅客列車を運行し、
倉敷市中心部と水島臨海工業地帯を結ぶ。
貨物・旅客輸送併営の強みを活かし、地域と共にある鉄道をどのように
維持・活性化していくか。沿線エリアの発展に取り組む企業努力と
今後の展望について、代表取締役である西山賢治専務にお話を伺った。

貨物・旅客輸送併営で
地域活性化に取り組む
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特集：地域貨物鉄道の現状と課題
［岩手開発鉄道・水島臨海鉄道の取り組み］

や
、
鉄
鋼
、
化
学
薬
品
、
タ
バ
コ
な
ど
各
企

業
の
専
用
線
を
取
り
扱
う
車し

ゃ
あ
つ
か扱

い
輸
送
と
コ

ン
テ
ナ
輸
送
が
あ
り
、
開
業
年
に
は
合
わ
せ

て
年
間
約
１
１
７
万
ト
ン
、
ピ
ー
ク
の
１
９

７
２
年
に
は
約
１
３
４
万
ト
ン
の
輸
送
が
あ

り
ま
し
た
。
開
業
か
ら
十
数
年
の
間
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
は
車
扱
い
で
し
た
が
、
各
社
の
輸

送
量
が
少
量
多
頻
度
化
へ
と
変
化
し
て
い
く

の
に
伴
い
、
各
社
の
専
用
線
が
次
々
と
廃
止

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
車
扱
い
輸
送
が
減
少

し
て
い
き
ま
す
。　
　
　

そ
こ
で
１
９
９
７
年
、
東
水
島
駅
構
内
に

海
上
コ
ン
テ
ナ
用
の
ト
ッ
プ
リ
フ
タ
ー
と
い

う
、
20
フ
ィ
ー
ト
総
重
量
24
ト
ン
コ
ン
テ
ナ

の
積
み
替
え
が
で
き
る
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を

導
入
し
、
コ
ン
テ
ナ
輸
送
の
基
盤
強
化
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
こ
れ
は
当
時
、
全
国
の
貨

物
駅
で
も
限
ら
れ
た
駅
で
し
か
扱
わ
れ
て
い

な
い
も
の
で
し
た
。

こ
う
し
て
車
扱
い
輸
送
か
ら
コ
ン
テ
ナ
輸

送
へ
の
切
り
替
え
を
推
進
し
て
い
っ
た
結
果
、

コ
ン
テ
ナ
輸
送
が
順
調
に
増
加
し
て
い
き
、

車
扱
い
輸
送
は
２
０
０
６
年
４
月
を
も
っ
て

終
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
同
年
の
コ

ン
テ
ナ
輸
送
量
は
約
53
万
ト
ン
で
、
２
０
１

８
年
は
約
40
万
ト
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。
貨

物
事
業
に
つ
い
て
は
黒
字
が
続
い
て
い
ま
す
。

―
―
貨
物
事
業
に
お
け
る
課
題
に
は
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

西
山　

や
は
り
輸
送
力
の
確
保
で
す
ね
。
コ

ン
テ
ナ
輸
送
の
ピ
ー
ク
と
な
っ
た
２
０
０
７

年
に
は
１
日
４
往
復
、
コ
ン
テ
ナ
車
75
両
で

１
８
７
５
ト
ン
の
輸
送
力
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
毎
年
の
ダ
イ
ヤ
改
正
時
に
収
支
効

率
が
図
ら
れ
た
結
果
、
２
０
１
３
年
に
は
３

往
復
50
両
で
１
２
５
０
ト
ン
、
２
０
１
７
年

に
は
３
往
復
43
両
で
１
０
７
５
ト
ン
ま
で
減

少
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
発
送
荷
物
の
納
期

を
調
整
す
る
な
ど
し
て
対
応
に
努
め
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
も
限
界
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
コ
ン
テ
ナ
車
を
牽
引
す
る
機
関
車

の
老
朽
化
が
か
な
り
進
ん
で
い
ま
す
。
現
在

は
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
Ｄ
Ｅ
10
形
を
１
両
借
用
し
、

そ
の
ほ
か
自
社
で
保
有
す
る
同
型
の
機
関
車

２
両
を
使
用
し
て
運
行
し
て
い
ま
す
。
自
社

保
有
の
機
関
車
の
寿
命
が
近
づ
い
て
お
り
、

数
年
後
に
は
代
替
機
を
購
入
す
る
必
要
に
迫

ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ト
ッ
プ
リ
フ

タ
ー
以
外
の
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
も
老
朽
化
し

て
修
繕
費
が
か
さ
ん
で
い
る
状
態
で
す
。

―
―
貨
物
輸
送
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

西
山　

収
支
効
率
化
に
努
め
、
貨
物
輸
送
を

増
や
し
た
い
と
考
え
る
当
社
に
と
っ
て
は
非

常
に
あ
り
が
た
い
話
で
、
荷
主
と
な
る
企
業

の
需
要
を
的
確
に
判
断
し
て
運
べ
る
体
制
を

つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
課
題
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
施
策
に

沿
っ
て
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
が
輸
送
力
増
強
を
目
的

と
し
て
コ
ン
テ
ナ
貨
車
の
長
編
成
化
を
進
め

て
お
り
、
当
社
は
施
工
会
社
と
し
て
、
そ
の

た
め
の
変
電
所
施
設
の
増
強
や
回
線
の
延
伸

な
ど
の
事
業
を
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。

沿
線
地
域
と
の
結
び
つ
き
を
強
固
に

―
―
旅
客
輸
送
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
す
か
。

西
山　

開
業
当
時
は
５
駅
体
制
、
10
往
復
の

列
車
運
行
で
、
乗
降
客
数
は
年
間
約
99
万
人

で
し
た
。
現
在
は
旅
客
駅
10
駅
体
制
で
34
往

復
を
運
行
し
て
お
り
、
年
間
約
１
８
０
万
人

と
設
立
時
の
約
２
倍
の
ご
利
用
が
あ
り
、
輸

送
人
員
は
微
増
し
て
い
ま
す
。
当
社
は
社
員

約
60
人
の
会
社
で
、
現
在
の
運
行
頻
度
を
保

つ
た
め
に
は
、
20
人
ほ
ど
の
運
転
士
が
必
要

で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
他
の
地
方
鉄
道

同
様
、
収
支
的
に
は
厳
し
い
状
況
で
す
。

さ
ら
に
旅
客
列
車
の
11
両
の
気
動
車
も
老

朽
化
で
２
０
２
７
年
頃
か
ら
順
次
更
新
し
て

い
く
予
定
で
す
。
旅
客
の
収
支
を
改
善
し
、

経
営
強
化
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

お
考
え
で
す
か
。

西
山　

収
支
を
改
善
し
て
い
く
に
は
何
よ
り

鉄
道
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要

で
、
そ
の
た
め
に
は
、
沿
線
地
域
の
方
々
と

当
社
が
も
っ
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
が
代
表
取

締
役
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
以
降
、
当

社
の
最
重
要
課
題
と
し
て
い
ま
す
。

当
社
は
貨
物
輸
送
事
業
者
と
い
う
側
面
も

あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
は
他
社
の
鉄
道
事
業

者
と
比
較
し
て
、
旅
客
サ
ー
ビ
ス
が
経
験
不

足
と
言
い
ま
す
か
、
得
意
で
は
な
か
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
Ｊ
Ｒ
西
日
本
や
富

山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
、
銚
子
電
気
鉄
道
な
ど
に

社
員
が
伺
っ
て
鉄
道
利
用
促
進
策
を
勉
強

し
、
全
社
で
情
報
共
有
す
る
な
ど
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
女
性
社
員
を
営
業
企
画
部
門
に

登
用
し
て
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
視
点
で

さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
で
は
、
東
京
の
大
学
や

高
校
の
鉄
道
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
の
見
学
を

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
高
校
の
生
徒
さ
ん
た

ち
は
見
学
の
後
、
文
化
祭
で
「
水
島
臨
海
鉄

道
を
支
援
し
よ
う
」
と
い
う
募
金
を
し
て
、

当
社
で
制
作
し
て
い
る
カ
レ
ン
ダ
ー
を
購
入

す
る
形
で
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ

れ
に
は
と
て
も
感
激
し
ま
し
た
ね
。

２
０
１
９
年
の
鉄
道
の
日
記
念
フ
ェ
ス
タ

で
は
倉
敷
市

－

水
島
間
な
ど
キ
ハ
４
両
編
成

の
特
別
運
行
を
行
い
、
倉
敷
貨
物
タ
ー
ミ
ナ

ル
で
は
、
運
行
を
終
え
た
４
両
編
成
に
「
キ

ハ
20
」
を
連
結
し
て
、
構
内
運
転
と
展
示
撮

影
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
お
越
し

い
た
だ
い
た
鉄
道
フ
ァ
ン
で
貨
物
駅
が
満
員

に
な
り
、
こ
れ
も
大
き
な
感
動
で
し
た
。

―
―
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
企
業
と
連
携
さ

れ
た
企
画
も
あ
る
の
で
す
か
。

西
山　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
西
日
本
製
鉄
所
と

合
同
見
学
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
小
学
生

水島コンビナートから全国へ、貨物輸送を担う
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以
上
が
対
象
で
、
車
両
点
検
現
場
の
見
学
や

車
掌
体
験
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
で
は
製
造
現

場
の
一
部
を
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
と
は
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
お
り
、
毎
年
11

月
に
開
催
さ
れ
る
「
Ｊ
Ｆ
Ｅ
西
日
本
フ
ェ
ス

タ
」
で
は
、
自
動
車
で
は
な
く
水
島
臨
海
鉄

道
と
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
乗
り
継
い
で
の
来
場

を
呼
び
掛
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

―
―
沿
線
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
さ

れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

西
山　

え
え
。
以
前
、
お
客
さ
ま
か
ら
当
社

の
駅
が
あ
ま
り
き
れ
い
で
は
な
い
と
い
う
ご

指
摘
を
い
た
だ
い
た
時
は
、
社
員
総
出
で

ホ
ー
ム
の
壁
を
磨
い
た
り
、
ベ
ン
チ
を
替
え

た
り
し
ま
し
た
。
最
も
反
響
が
大
き
か
っ
た

の
は
倉
敷
市
駅
に
待
合
室
を
設
置
し
た
こ
と

で
す
ね
。
さ
ら
に
、
小
さ
い
こ
と
で

す
が
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
や
ク
リ
ス
マ
ス

な
ど
季
節
の
イ
ベ
ン
ト
で
車
内
を
装

飾
し
た
り
、
デ
ザ
イ
ン
缶
バ
ッ
ジ
を

全
社
員
が
着
け
る
よ
う
に
し
た
ら
、

お
客
さ
ま
に
お
声
掛
け
い
た
だ
く
こ

と
が
増
え
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ま

に
「
水
島
臨
海
鉄
道
は
最
近
ず
い
ぶ

ん
と
変
わ
っ
て
き
た
ね
」
と
言
わ
れ

ま
す
。

こ
う
し
た
企
画
は
全
員
参
加
が

基
本
で
す
。
ラ
グ
ビ
ー
の
「O

N
E 

T
EA

M

」
の
精
神
に
倣
っ
て
社
員

の
一
体
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
新
型
車
両
導
入
も

検
討

―
―
社
員
教
育
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
方

針
を
お
持
ち
で
す
か
。

西
山　

当
社
で
は
定
期
的
な
採
用
を
行
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
20
代
が
と
て
も
多
く
、

30
代
は
全
然
い
な
い
。
40
代
が
少
し
い
て
、

50
代
は
い
な
い
状
態
で
す
。
中
途
採
用
な
ど

を
行
い
、
こ
う
し
た
世
代
間
の
不
均
衡
を
少

し
ず
つ
解
消
し
て
い
ま
す
。

当
社
は
気
動
車
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
自

社
で
運
転
士
を
養
成
し
て
い
ま
す
が
、
そ
う

し
た
技
術
の
養
成
も
含
め
旅
客
サ
ー
ビ
ス
な

ど
、
幅
広
い
視
野
で
人
材
育
成
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
三
セ
ク
タ
ー
の
鉄
道
事
業
者
で
す
の

で
、
出
向
者
や
関
係
者
も
多
い
の
で
す
が
、

プ
ロ
パ
ー
の
社
員
を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
私
自

身
、
駅
長
を
通
じ
て
対
話
の
場
を
つ
く
り
、

若
い
社
員
の
意
見
や
要
望
に
耳
を
傾
け
る
よ

う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

―
―
２
０
２
０
年
に
は
創
立
50
周
年
を
迎
え

ら
れ
ま
す
。
将
来
的
な
構
想
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

西
山　

創
立
50
周
年
に
向
け
て
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
当
社
は
旅
客
輸
送
の
主
な
駅
と
な
る
倉

敷
市

－

水
島
間
９
駅
の
う
ち
、
５
駅
が
高
架

駅
で
す
が
、
栄
駅
・
水
島
駅
以
外
は
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
未
設
置
で
す
。
車
椅
子
な
ど
を

ご
利
用
の
場
合
は
乗
車
前
に
お
電
話
を
い
た

だ
い
て
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
が
検
討
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
将
来
的
な
構
想
で
は
、
Ｊ
Ｒ
貨
物

の
新
型
電
気
式
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
「
Ｄ
Ｄ

２
０
０
形
」
の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

旅
客
で
は
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
導
入
が
出
来
な
い

か
を
考
え
て
い
て
、
台
湾
の
ラ
イ
ト
レ
ー
ル

の
見
学
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
台
湾
の
Ｌ
Ｒ

Ｔ
は
、
蓄
電
池
を
搭
載
す
る
無
架
線
給
電
方

式
で
す
。
電
気
設
備
を
新
設
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
架
線
が
不
要
な
の
で
当
社

に
最
適
な
ん
で
す
。
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
よ
う
に

段
差
が
な
く
、
乗
り
や
す
い
と
さ
ら
に

皆
さ
ま
の
生
活
に
優
し
い
鉄
道
に
な
り

ま
す
よ
ね
。
倉
敷
市
の
皆
さ
ま
に
さ
ら

に
愛
さ
れ
る
鉄
道
会
社
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
さ
ま
ざ
ま
な
壁

は
あ
り
ま
す
が
、
小
さ
く
て
も
可
能
性

を
見
つ
け
、
少
し
ず
つ
目
標
に
近
づ
く

努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
Ｊ
Ｒ
倉
敷
駅
と
当
社
の
倉

敷
市
駅
は
離
れ
て
お
り
、
乗
り
継
ぎ
を
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
は
少
し
歩
い
て
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
両
駅
の
乗
り
換
え

の
ス
ム
ー
ズ
化
を
ど
の
よ
う
な
形
で
進
め
る

か
、
社
内
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

―
―
貨
物
鉄
道
と
旅
客
鉄
道
を
そ
れ
ぞ
れ
個

別
に
捉
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
こ
う
し

て
お
話
を
伺
っ
て
い
ま
す
と
、
貨
物
と
旅
客
、

一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
考
え
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
す
ね
。

西
山　

社
員
数
約
60
人
の
会
社
で
す
か
ら
、

一
体
と
な
る
こ
と
が
必
要
な
ん
で
す
。
例
え

ば
旅
客
で
運
転
士
を
し
て
い
た
人
が
貨
物
駅

勤
務
に
転
属
す
る
こ
と
も
あ
り
、
私
た
ち
に

区
別
の
意
識
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
そ
れ

が
当
社
の
強
み
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

当
社
の
創
業
時
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

「
倉
敷
市
の
経
済
と
生
活
を
守
る
重
要
な
使

命
を
持
っ
て
い
ま
す
」
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

そ
れ
を
さ
ら
に
深
め
る
企
業
努
力
を
重
ね
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

倉敷市駅。朝夕は通勤・通学客で混み合う
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1943 年	 7 月	 	三菱重工業水島航空機製作所（現・三菱自動車水島製作所）
設立。倉敷－水島製作所間に 9.2㎞の専用鉄道が開業、資
材と工員輸送を行う。

1945年	 6 月	 	米軍の空襲（水島空襲）により水島航空機製作所が破壊さ
れる。

1947年	 4 月	 	水島工業都市開発株式会社設立。専用鉄道が同社に移管さ
れる。

1948年	 6 月	 水島工業都市開発株式会社が地方鉄道敷設の免許を取得。
1948年	 8 月	 	旅客輸送を開始する。専用鉄道時代の社倉敷駅（現・倉敷

市駅）、福田駅、岡山工場駅に、新たに五軒屋駅、水島港
駅を加え、福田駅を弥生駅に、岡山工場駅を水島駅と改称
して営業を開始。

1949年	 5 月	 球場前駅が開業。
1949年	11 月	 西富井駅が開業。
1952年	 4 月	 	倉敷市が水島工業都市開発から鉄道事業を買収。倉敷市交

通局が運営する市営鉄道となる。岡山県と倉敷市は、水島
に工場を誘致する条件の一つに、新設する工場に鉄道の引
き込み線を敷設し、製品の鉄道輸送を確保するとしていた。
倉敷市交通局の鉄道線となり、これが確約された。

1953年～	 	 水島臨海工業地帯の建設が始まる。
1953年	 8 月	 	倉敷市交通局が鉄道輸送を貨物中心に切り替えるとともに

輸送力強化のため、ディーゼル機関車を導入。以降、蒸気
機関車を順次、ディーゼル機関車に取り替える。

1962年	 7 月	 	倉敷市交通局が貨物専用線として、水島港－西埠頭間に西
埠頭線、水島－日鉱前（現・東水島）に港東線を開業。

1965年	 8 月	 	倉敷市交通局が貨物専用線として、水島－川鉄前（後に廃
止）を開業。

1968年	10 月	 五軒屋駅休止。
1970年	 2 月	 	水島臨海工業地帯の発展に伴い、1967 年度には交通局発

足当時の約 9倍まで貨物輸送量が増加。さらなる輸送需要
に対応するため、国鉄、倉敷市、岡山県、水島地区関連企
業が出資して、第三セクター・水島臨海鉄道が発足する。

1970年	 4 月	 	水島臨海鉄道が倉敷市から地方鉄道事業の譲渡を受け、営
業を開始。

1970年	 9 月	 水島駅にコンテナ基地を開設。営業を開始する。
1970年	10 月	 水島－国鉄岡山操車場間で直通列車の運転を開始。
1971年	 9 月	 倉敷市－水島間をCTC（列車集中制御）化。
1971年	10 月	 	水島から東京まで約 10時間で直通する貨物列車「東京フ

レートライナー列車」運転開始。
1972年	 3 月	 	日鉱前駅を東水島駅と改称し、東側に約 300m移転。東水

島駅コンテナ基地の営業を開始。
1972年	 9 月	 	三菱自工前駅が開業。水島－三菱自工前間の旅客営業を開

始する。
1973年	 5 月	 西富井駅を約 400m倉敷市側に移転。高架完成。
1976年	12 月	 休止中の五軒屋駅を廃止。
1981年	 4 月	 倉敷市駅を国鉄（現・JR西日本）倉敷駅前に移転。

1983年	 3 月	 新操車場へ機関区移転、開業。
1984年	 ３月	 	三菱自工前－川鉄前間に、倉敷貨物ターミナル駅が開業。
	 		 	倉敷貨物ターミナル－川鉄前間、水島港駅を廃止。倉敷市

－倉敷貨物ターミナル間を水島本線とする。
	 	 倉敷貨物ターミナル駅にCTCセンターが移転、開業。
1986年	 3 月	 栄駅が開業。
1988年	 3 月	 浦田駅が開業。
1989年	 3 月	 福井駅が開業。
1992年	 9 月	 浦田－三菱自工前間の鉄道高架事業完成。常盤駅が開業。
	 	 これに伴い、水島駅に昼間のみ駅員を配置。
1995年	 2 月	 新型車両MRT300使用開始。
1995年	 3 月	 水島本線にATS（自動列車装置）新設。
1996年	 3 月	 旅客列車のワンマン運転を開始。
1997年	 5 月	 	海上コンテナの輸送を開始。大型コンテナ用のトップリフ

ターを導入。
2002年	 3 月	 土曜・日曜・祝日の全列車ワンマン運転を開始。
2005年	 9 月	 倉敷市駅終端列車防護装置の設置。
2006年	 2 月	 MRT300 の速度制限装置使用開始。
2006年	 3 月	 キハ 20の速度制限装置使用開始。
2006年	 4 月	 車扱い輸送終了。
2007年	 3 月	 三菱自工前駅で一部列車が昼間時間帯にも発着開始。
2013年	 1 月	 	港東線引き込み線の JX日鉱日石線（旧ジャパンエナジー

線）を廃止。
2014年	 4 月	 消費税率 8％の実施により、旅客運賃を改定。
2014年	 5 月	 	キハ 20 の老朽化に伴い、JR 東日本よりキハ 37、キハ

38、キハ 30を譲り受け、車両運転を開始する。
	 	 キハ 20は 3両を廃車（キハ 205の 1両は存続）。
2016年	 7 月	 西埠頭線（三菱自工前駅－西埠頭駅）を廃止。
2019年	10 月	 消費税率 10％の実施により、旅客運賃を改定。

高校生の利用が多い西富井駅 倉敷市駅は水島臨海鉄道唯一の終日有人駅 高架区間をゆくコンテナを積載した貨物列車

営業キロ： 水島本線（旅客・貨物）倉敷市－倉敷貨物ターミナル間 11.2㎞
           港東線（貨物）水島－東水島間　3.6㎞
動 力 車： ディーゼル機関車 3 両
気 動 車：  MRT300 形式 6 両、キハ 30 形式 1 両、キハ 37 形式 3 両、キハ 38 形式 1 両
 （キハ 20 形式 1 両 動態保存）
荷役機器： 12 フィートコンテナ用 5 台、20 フィートコンテナ用 3 台、トップリフター 1 台
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貨
物
・
旅
客
輸
送
併
営
の
三
セ
ク
鉄
道

水
島
臨
海
鉄
道
の
前
身
は
１
９
４
３
年
に
開

通
し
た
旧
三
菱
重
工
業
水
島
航
空
機
製
作
所
の

専
用
鉄
道
で
あ
る
。
戦
後
、
地
方
鉄
道
に
転
換

さ
れ
、
民
間
会
社
の
路
線
と
し
て
旅
客
輸
送
が

開
始
さ
れ
た
が
、
１
９
５
２
年
に
は
倉
敷
市
が

買
収
し
て
倉
敷
市
交
通
局
水
島
工
業
線
と
な

り
、
水
島
地
区
へ
の
工
場
誘
致
の
た
め
、
貨
物

の
輸
送
力
強
化
が
進
め
ら
れ
た
。

水
島
臨
海
鉄
道
が
設
立
さ
れ
た
の
は
、
倉

敷
市
営
と
な
っ
て
か
ら
18
年
後
の
１
９
７
０

年
の
こ
と
で
あ
る
。
水
島
臨
海
工
業
地
帯
の

発
展
に
伴
い
、
貨
物
輸
送
量
が
飛
躍
的
に
増

加
し
、
将
来
的
な
輸
送
需
要
へ
の
対
応
を
目

的
と
し
て
、
旧
国
鉄
と
倉
敷
市
、
岡
山
県
、

進
出
企
業
が
出
資
し
て
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式

の
鉄
道
会
社
を
発
足
さ
せ
た
。

現
在
の
路
線
は
、
貨
物
・
旅
客
輸
送
併

営
で
、
Ｊ
Ｒ
倉
敷
駅
に
隣
接
す
る
倉
敷
市
駅

を
起
点
に
三
菱
自
工
前
を
経
て
、
倉
敷
貨
物

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
に
至
る
水
島
本
線
（
11
・
２

㎞
）
と
、
貨
物
専
用
で
水
島
駅
と
東
水
島
駅

を
結
ぶ
港
東
線
（
３
・
６
㎞
）
の
２
線
。
水

島
本
線
の
三
菱
自
工
前

－

倉
敷
貨
物
タ
ー
ミ

ナ
ル
間
は
、貨
物
営
業
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

設
立
当
初
は
、
貨
物
輸
送
が
占
め
る
割
合

が
大
き
か
っ
た
が
、
沿
線
の
宅
地
開
発
と
と

も
に
通
勤
・
通
学
利
用
が
増
え
、
現
在
は
、

貨
物
が
１
日
に
３
往
復
、
旅
客
が
１
日
34
往

復
と
ほ
ぼ
20
分
間
隔
の
運
転
と
な
っ
て
い

る
。
２
０
１
８
年
度
の
輸
送
実
績
で
は
、
貨

物
輸
送
40
・
２
万
ト
ン
、
旅
客
は
定
期
・
定

期
外
合
わ
せ
て
約
１
８
０
万
人
と
な
っ
た
。

全
国
に
つ
な
が
る
コ
ン
テ
ナ
輸
送

将
来
的
な
貨
物
輸
送
の
需
要
増
を
見
越
し

て
設
立
さ
れ
た
水
島
臨
海
鉄
道
だ
っ
た
が
、

や
が
て
物
流
の
担
い
手
は
鉄
道
か
ら
ト
ラ
ッ

ク
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
。
１
９
７
０
年
代
後
半

に
な
る
と
、
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
各
企
業

と
駅
と
の
間
に
敷
設
さ
れ
て
い
た
車し

ゃ
あ
つ
か扱

い
の

貨
物
専
用
線
は
徐
々
に
廃
止
さ
れ
て
い
っ
た
。

開
業
当
時
は
車
扱
い
輸
送
が
そ
の
ほ
と
ん
ど

だ
っ
た
が
、
コ
ン
テ
ナ
輸
送
が
増
え
、
車
扱

い
輸
送
は
２
０
０
６
年
４
月
で
終
了
し
た
。

「
倉
敷
市
は
、
企
業
の
敷
地
に
引
き
込
む
専

用
線
の
敷
設
を
確
約
し
て
企
業
誘
致
を
行
っ

た
が
、
ほ
ど
な
く
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が
陸
送
の

中
心
と
な
っ
た
。
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
は
低
価
格

で
少
量
・
多
頻
度
の
輸
送
に
対
応
で
き
る
。

か
つ
て
専
用
線
が
引
か
れ
て
い
た
各
社
の
敷

地
は
舗
装
さ
れ
て
ト
ラ
ッ
ク
が
走
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
中
塚
和
彦
営
業
部
長
は
語
る
。

貨
物
輸
送
の
拠
点
は
、
東
水
島
駅
と
東
水

島
駅
の
補
完
の
役
割
を
持
つ
倉
敷
貨
物
タ
ー

ミ
ナ
ル
駅
の
２
駅
。
貨
物
専
用
の
港
東
線
・

東
水
島
駅
は
、
１
９
６
２
年
に
企
業
誘
致
の

た
め
に
開
設
さ
れ
た
駅
で
、
２
社
の
専
用
線

が
引
か
れ
て
い
た
が
、
コ
ン
テ
ナ
輸
送
の
取

水島臨海鉄道株式会社 取締役 施設部長

井手敏夫
Toshio IDE

特
集
：
地
域
貨
物
鉄
道
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現
状
と
課
題

［
岩
手
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水
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海
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道
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取
り
組
み
］

文
◉
茶
木　

環
／
撮
影
◉
織
本
知
之

水
島
臨
海
工
業
地
帯
は
、
太
平
洋
戦
争
中
に
三
菱
重
工
業
の
航
空
機
製
造
工
場
が

建
設
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。

戦
後
は
、
岡
山
県
の
中
核
的
工
業
地
帯
と
し
て
発
展
、
鉄
鋼
や
自
動
車
、

石
油
精
製
な
ど
の
工
場
が
建
ち
並
ぶ
。

倉
敷
市
中
心
部
と
水
島
臨
海
工
業
地
帯
を
結
ぶ
水
島
臨
海
鉄
道
は
、

旅
客
・
貨
物
輸
送
併
営
で
、
そ
の
成
長
と
発
展
を
支
え
て
き
た
。

物
流
を
担
う
主
役
が
鉄
道
か
ら
道
路
部
門
へ
と
移
っ
て
久
し
い
が
、

新
た
な
取
り
組
み
も
積
極
的
に
導
入
し
、
存
在
感
を
示
し
て
い
る
。

地
域
の
活
性
化
に
努
め
る
水
島
臨
海
鉄
道
の
企
業
努
力
を
伝
え
る
。
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特集：地域貨物鉄道の現状と課題
［岩手開発鉄道・水島臨海鉄道の取り組み］

り
扱
い
を
開
始
す
る
た
め
、
１
９
７
２
年
に

駅
を
０
・
３
㎞
東
に
移
転
し
た
。
１
面
２
線

の
コ
ン
テ
ナ
ホ
ー
ム
が
あ
る
。

東
水
島
駅
で
は
、
荷
主
企
業
か
ら
ト
ラ
ッ

ク
で
運
ば
れ
た
積
荷
を
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

を
使
っ
て
貨
車
に
積
み
込
む
。
中
で
も
、
20

～
30
フ
ィ
ー
ト
の
荷
役
が
可
能
な
ト
ッ
プ
リ

フ
タ
ー
の
活
躍
が
大
き
い
。
初
代
ト
ッ
プ
リ

フ
タ
ー
は
、
１
９
９
７
年
、
全
国
の
貨
物
駅

に
先
駆
け
て
導
入
さ
れ
た
。

「
車
扱
い
か
ら
切
り
替
え
た
当
初
は
扱
う
コ

ン
テ
ナ
も
小
さ
く
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
も
小

型
の
も
の
で
十
分
だ
っ
た
。
し
か
し
、
徐
々

に
大
型
コ
ン
テ
ナ
が
増
え
、
ト
ッ
プ
リ
フ
タ
ー

を
導
入
し
た
。
ト
ッ
プ
リ
フ
タ
ー
と
荷
を
積

ん
だ
コ
ン
テ
ナ
を
合
わ
せ
る
と
お
よ
そ
80
ト

ン
に
な
る
。
荷
重
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
、
路

面
を
丈
夫
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
整
備
し
た
」

と
施
設
部
長
の
井
手
敏
夫
取
締
役
は
語
る
。

一
方
、
１
９
８
４
年
に
開
業
し
た
倉
敷
貨

物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
は
、
私
有
コ
ン
テ
ナ
の
留

置
場
と
も
な
っ
て
お
り
、
20
年
前
に
は
敷
地

内
に
三
菱
自
動
車
の
新
車
点
検
セ
ン
タ
ー
が

建
て
ら
れ
、
点
検
を
終
え
た
車
両
の
積
み
込

み
が
こ
こ
で
行
わ
れ
て
い
る
。

水
島
臨
海
鉄
道
の
貨
車
に
積
載
さ
れ
た
コ

ン
テ
ナ
は
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
岡
山
貨
物
タ
ー
ミ

ナ
ル
を
経
て
Ｊ
Ｒ
に
入
り
、
関
東
（
50
％
を

占
め
る
）
や
東
海
、
東
北
、
九
州
な
ど
全
国

へ
運
ば
れ
て
い
く
。
ま
た
、
品
目
別
輸
送

（
発
送
）
で
は
、
鉄
鋼
や
自
動
車
、
石
油
精

製
な
ど
の
工
場
が
建
ち
並
ぶ
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

だ
け
に
、
化
学
工
業
品
が
76
％
と
圧
倒
的
に

多
く
、
以
下
、
工
業
品
７
％
、
金
属
機
器
工

業
品
６
％
な
ど
が
上
位
に
挙
が
っ
て
い
る
。

平
衡
で
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
輸
送
が
理
想

現
在
の
貨
物
列
車
の
運
行
本
数
は
１
日
３

往
復
。
貨
車
43
両
で
、
１
日
１
０
７
５
ト
ン

の
輸
送
力
が
あ
る
。

「
た
だ
、
当
社
の
輸
送
力
を
コ
ン
ス
タ
ン

ト
に
活
用
し
切
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

荷
主
企
業
は
、
プ
ラ
ン
ト
の
定
期
修
理
を
行

う
た
め
、
そ
の
期
間
は
輸
送
量
が
減
少
す
る
。

例
え
ば
、
倉
敷
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
に
倉
庫

を
設
置
す
る
な
ど
、
安
定
的
に
輸
送
量
を
確

保
で
き
る
物
流
体
系
が
で
き
れ
ば
」
と
中
塚

部
長
は
輸
送
の
平
衡
化
を
希
望
す
る
。

ま
た
、
水
島
本
線
の
貨
物
ダ
イ
ヤ
は
Ｊ
Ｒ

西
日
本
の
山
陽
本
線
に
合
わ
せ
て
つ
く
ら
れ

て
い
る
。
朝
夕
の
通
勤
・
通
学
時
間
帯
に
は

20
分
に
１
本
、
旅
客
列
車
が
運
行
す
る
。

「
単
線
で
も
あ
り
、
旅
客
ダ
イ
ヤ
に
貨
物

を
組
み
込
ん
で
い
く
の
が
難
し
い
。
で
き
れ

ば
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
荷
主
の
希
望
に
沿
っ
た

時
間
帯
に
輸
送
し
た
い
が
、
実
現
で
き
な
い

現
状
が
あ
る
」
と
中
塚
部
長
は
併
営
だ
か
ら

こ
そ
の
難
し
さ
を
語
っ
て
い
る
。

水島臨海鉄道株式会社 営業部 部長

中塚和彦
Kazuhiko NAKATSUKA

貨物駅の倉敷貨物ターミナル駅。車両基地が併設され、旅客列車車両が乗り入れている
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利
用
促
進
策
の
推
進
で
輸
送
人
員
が
増
加

現
在
、
水
島
臨
海
鉄
道
が
走
る
地
は
か
つ

て
川
だ
っ
た
と
い
う
。
明
治
期
よ
り
倉
敷
平

野
部
で
氾
濫
を
繰
り
返
し
て
い
た
高
梁
川
の

大
改
修
工
事
が
実
施
さ
れ
、
廃
川
と
な
っ
た

東
高
梁
川
の
膨
大
な
敷
地
は
、
工
業
基
地
を

目
指
し
て
開
発
が
進
め
ら
れ
た
。

工
業
地
帯
で
働
く
人
や
近
隣
に
住
む
人
が

活
発
に
行
き
来
し
、
そ
こ
で
生
産
さ
れ
る
製

品
や
資
材
の
頻
繁
な
輸
送
を
支
え
て
き
た
の

が
、
水
島
臨
海
鉄
道
な
の
で
あ
る
。

倉
敷
市
で
は
２
０
１
７
年
３
月
に
地
域
公

共
交
通
網
形
成
計
画
を
策
定
す
る
中
で
、
公

共
交
通
の
利
用
促
進
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

ま
た
、
沿
線
で
は
土
地
区
画
整
理
と
再
開
発

に
よ
っ
て
住
宅
・
宅
地
が
供
給
さ
れ
、
人
口

が
増
え
て
い
る
地
区
も
あ
る
。

こ
れ
を
受
け
、
水
島
臨
海
鉄
道
で
は
旅
客

輸
送
の
活
性
化
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
利

用
促
進
策
や
沿
線
地
域
と
の
交
流
を
図
る
取

り
組
み
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
。

２
０
１
７
年
９
月
か
ら
定
期
的
に
開
催
し

て
い
る
「
臨
鉄
ガ
ー
デ
ン
」
は
、
栄
駅
高
架

下
を
活
用
し
て
飲
食
や
音
楽
、
買
物
を
楽
し

む
ナ
イ
ト
マ
ル
シ
ェ
で
、
地
域
の
人
気
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
定
着
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に
盛

り
上
が
り
を
見
せ
、
地
域
の
活
性
化
に
も
貢

献
し
て
い
る
と
い
う
。

「
臨
鉄
ガ
ー
デ
ン
」
は
倉
敷
市
が
後
援
し

て
お
り
、
倉
敷
市
建
設
局
都
市
計
画
部
交
通

政
策
課
の
中
上
唯
志
課
長
は
「
倉
敷
で
有
名

な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
美
観
地
区
や
児
島
地
区

で
、
水
島
は
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
が
、
地
域
で
は
若
い
人
た
ち
が
地
元
の

観
光
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
熱
心
に
取
り
組
ん

で
く
れ
て
い
る
」
と
説
明
す
る
。

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
内
の
企
業
が
主
催
・
協
力

す
る
工
場
見
学
や
イ
ベ
ン
ト
も
人
気
が
高

ま
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

「
工
場
夜
景
や
工
場
見
学
な
ど
、
市
と
し

て
も
産
業
観
光
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
水
島

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
と
水
島
臨
海
鉄
道
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
は
高
い
」（
中
上
課
長
）

一
方
、
水
島
臨
海
鉄
道
で
は
沿
線
の
企
業

に
対
し
て
通
勤
時
の
公
共
交
通
利
用
を
依
頼

し
、
倉
敷
市
で
も
環
境
面
へ
の
配
慮
も
含
め

て
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
を
設
置
す
る
な
ど
、

地
道
な
利
用
促
進
の
取
り
組
み
も
続
く
。

年
間
１
８
０
万
人
が
利
用
す
る
水
島
臨
海

鉄
道
は
、
沿
線
か
ら
市
中
心
部
や
工
業
地
帯

へ
移
動
す
る
た
め
の
「
地
域
の
足
」
と
し
て

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
だ
。
地
域
一
体
の

取
り
組
み
で
、
輸
送
人
員
は
微
増
傾
向
に
あ

る
と
い
う
が
、
全
国
的
に
地
方
鉄
道
の
輸
送

人
員
が
減
少
す
る
中
、
こ
の
成
果
は
大
き
い
。

災
害
・
老
朽
化
に
対
応
し
た
施
設
整
備

水
島
臨
海
鉄
道
が
直
面
す
る
最
も
大
き
な

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

上／水島臨海鉄道色の旅客列車 MRT300 形
下／積荷を降ろし、東水島駅に戻る貨物列車

上／港東線の貨物駅・東水島駅に停車する貨物列車　左／
三菱自動車の軽自動車をコンテナに積み込み、貨物輸送する
下／子どもたちに人気の JFE スチールのイルカ・コンテナ

倉敷市 建設局 都市計画部 交通政策課 課長

中上唯志
Tadashi NAKAGAMI
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特集：地域貨物鉄道の現状と課題
［岩手開発鉄道・水島臨海鉄道の取り組み］

課
題
は
、
車
両
や
施
設
の
老
朽
化
で
あ
る
。

「
橋
梁
に
は
戦
前
に
敷
設
さ
れ
た
創
立
時

か
ら
の
も
の
が
あ
る
。
安
全
確
保
の
た
め
、

耐
震
化
を
含
め
、
施
設
の
維
持
更
新
を
計
画

的
に
実
施
し
、
昨
今
の
巨
大
化
す
る
台
風
や

豪
雨
な
ど
、
自
然
災
害
に
対
す
る
対
策
も

行
っ
て
い
く
」
と
井
手
取
締
役
は
語
る
。

現
在
、
２
０
１
８
年
度
か
ら
５
カ
年
計
画

で
道
路
を
横
断
す
る
高
架
橋
５
カ
所
の
橋
の

修
繕
・
耐
震
補
強
工
事
を
進
め
て
お
り
、
貨

物
専
用
線
の
枕
木
の
Ｐ
Ｃ
化
工
事
も
２
０
１

６
年
に
開
始
し
た
。
信
号
や
踏
切
、
Ｃ
Ｔ
Ｃ

（
列
車
集
中
制
御
装
置
）
に
関
す
る
基
盤
設

備
は
10
～
15
年
ご
と
に
更
新
し
て
お
り
、
今

後
も
計
画
的
に
進
め
て
い
く
方
針
だ
。

ま
た
、
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
も
重
要
な

検
討
課
題
と
し
て
上
が
っ
て
い
る
が
、
井
手

取
締
役
は
「
安
全
と
利
便
性
を
確
保
す
る
た

め
に
必
要
な
投
資
を
計
画
的
に
実
施
し
て
い

く
」
と
語
っ
て
い
る
。

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
推
進
で
Ｃ
Ｏ
２
削
減

倉
敷
市
で
は
、
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ

ス
の
８
割
以
上
が
産
業
部
門
に
由
来
し
て
お

り
、
市
民
の
マ
イ
カ
ー
依
存
率
も
高
い
。
客

貨
い
ず
れ
の
輸
送
に
お
い
て
も
、
鉄
道
へ
の

モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

「
倉
敷
市
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
の
割
合

は
全
国
平
均
よ
り
数
値
が
高
い
。
交
通
部
門

で
は
自
動
車
が
50
％
、
貨
物
・
船
舶
が
48
％
、

鉄
道
は
１
・
５
％
で
、
鉄
道
を
は
じ
め
と
し

た
公
共
交
通
の
利
用
増
を
期
待
し
て
い
る
。

物
流
も
、
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
鉄
道
へ
モ
ー
ダ
ル

シ
フ
ト
が
で
き
る
環
境
を
、
行
政
と
鉄
道
事

業
者
で
整
備
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
」
と
中
上
課
長
は
語
る
。

水
島
地
区
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指

し
、
貨
物
と
旅
客
が
一
体
と
な
っ
た
鉄
道
輸

送
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
水
島
臨
海
鉄
道
は
、
２

０
２
０
年
に
創
立
50
周
年
を
迎
え
る
。

小ロット、短納期等、お客さまニーズの
多様化に対応するため、当社は2005年に
一部で鉄道輸送をスタートさせました。
12、20、40フィートの私有コンテナで、
製鉄所で製造した鋼片、Ｈ形鋼、コイルな
ど、年間７０００トンの製品を、ＪＲ各社
の鉄道網を経由して全国に出荷しています。
船舶やトラック輸送と比較して①天候影響
を受けにくい、②人手不足の緩和、③クリー
ンエネルギー、などのメリットがあり第３
の輸送機器として重宝しています。
私有コンテナには子どもたちが喜ぶよう

に「臨海」からイルカと海のデザインにし
ており、今ではイルカコンテナ＝ＪＦＥス
チールのコンテナと、イメージが定着した
ように思います。
また、当社製品は、生活の必需品であり
ながらも、一般の人が目にしたり使用した
りすることはほとんどありません。輸送だ
けではなく、市民に親しまれている水島臨
海鉄道とイベントを共催したり、当社主催
の「ＪＦＥ西日本フェスタ」などにご協力
いただくことで、当社と市民との距離も近
くなります。
コンビナート、鉄道、そして地域の活性
化を目指して、今後もWin-Win の関係を
構築していきたいと思います。

ＪＦＥスチール株式会社
西日本製鉄所 工程部 生産管理技術室（倉敷駐在）
主任部員（副課長格）

難波真二
Shinji NANBA

安定的な運行がメリットの
鉄道輸送で自社をPRする

東水島駅から臨む水島コンビナートの夜景

JFE スチールの私有コンテナ
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近
鉄
の
鮮
魚
列
車

真
紅
の
ボ
デ
ィ
に
白
の
ラ
イ
ン
。
行
先
表

示
に
「
鮮
魚
」
の
文
字
。
近
畿
日
本
鉄
道
大

阪
線
を
利
用
す
る
人
な
ら
、
早
朝
の
ラ
ッ

シ
ュ
時
、
ひ
と
き
わ
異
彩
を
放
つ
こ
の
列
車

を
一
度
は
目
に
し
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。

日
曜
日
と
祝
日
を
除
く
毎
日
一
往
復
、
伊
勢

志
摩
地
方
と
大
阪
と
を
結
ぶ
、
行
商
人
専
用

の
鮮
魚
列
車
。
鉄
道
フ
ァ
ン
の
間
で
は
つ
と

に
知
ら
れ
た
存
在
だ
が
、
今
や
全
国
で
唯
一

残
さ
れ
た
現
役
の
行
商
列
車
で
あ
る
。

平
日
朝
は
5
時
45
分
に
近
鉄
の
明
星
車
庫

を
出
車
し
、
い
っ
た
ん
下
り
方
向
へ
回
送

後
（
こ
の
際
に
伊
勢
市
駅
に
停
車
）、
宇
治

山
田
駅
を
6
時
1
分
に
出
発
。
松
阪
・
伊
勢

中
川
・
榊
原
温
泉
口
・
伊
賀
神
戸
・
桔
梗
が

丘
・
名
張
・
榛
原
・
桜
井
・
大
和
八
木
・
大

和
高
田
・
布
施
・
鶴
橋
な
ど
に
停
車
し
て
、

大
阪
上
本
町
に
8
時
58
分
に
到
着
す
る
。
夕

方
は
、
17
時
5
分
に
大
阪
上
本
町
を
出
発
。

行
き
と
同
様
に
い
く
つ
か
の
停
車
駅
を
経
て

松
阪
に
19
時
18
分
に
到
着
し
、
明
星
車
庫
に

戻
る
の
は
19
時
34
分
。
朝
夕
の
通
勤
時
間
帯

で
も
あ
り
、
密
に
組
ま
れ
た
ダ
イ
ヤ
の
中
を

縫
う
よ
う
に
走
っ
て
い
る
。

鮮
魚
列
車
の
登
場
は
、
昭
和
38
（
１
９
６

３
）
年
9
月
21
日
。
伊
勢
湾
沿
岸
の
漁
村
地

域
に
居
住
す
る
行
商
人
た
ち
で
結
成
さ
れ

た
、
伊
勢
志
摩
魚
行
商
組
合
連
合
会
の
貸
切

と
し
て
運
行
が
始
め
ら
れ
た
。
そ
れ
以
前
か

ら
、
す
で
に
電
車
を
利
用
す
る
行
商
人
が
大

勢
い
て
、
一
般
乗
客
と
の
間
で
、
に
お
い
や

汚
れ
に
対
す
る
問
題
が
生
じ
て
い
た
。
そ
こ

で
昭
和
38
年
2
月
に
行
商
人
の
組
合
が
結
成

さ
れ
、
近
鉄
と
の
交
渉
の
末
、
専
用
列
車
が

仕
立
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
組
合
は
、

津
市
か
ら
鳥
羽
市
に
か
け
て
の
沿
岸
各
地
に

六
つ
の
支
部
が
あ
り
、
平
成
の
初
め
こ
ろ
ま

で
３
０
０
人
ほ
ど
の
組
合
員
が
い
た
と
い
う

が
、
次
第
に
数
が
減
っ
て
数
十
人
程
度
に
な

り
、
近
年
で
は
松
阪
市
猟り

ょ
う
し
ち
ょ
う

師
町
周
辺
に
住
む

猟
師
支
部
の
人
た
ち
が
主
に
こ
れ
を
利
用
し

て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
伊
勢
方
面
へ
の
鉄
道
は
、
明

治
30
（
１
８
９
７
）
年
に
津
・
山
田
（
現
・

伊
勢
市
）
間
を
開
業
し
た
参
宮
鉄
道
（
現
在

の
Ｊ
Ｒ
参
宮
線
ほ
か
）
が
先
鞭
を
つ
け
た
。

だ
が
、
大
阪
か
ら
行
く
に
は
、
木
津
・
亀
山

へ
と
遠
回
り
し
て
５
時
間
も
要
す
る
道
の
り

で
あ
る
。
こ
れ
を
な
ん
と
か
縮
め
よ
う
と
、

各
社
競
っ
て
新
線
を
出
願
す
る
な
か
、
熾し

れ

つ烈

な
競
争
を
勝
ち
抜
い
た
の
は
、
近
鉄
の
前
身

で
あ
る
大
阪
電
気
軌
道
と
関
連
会
社
の
参
宮

急
行
電
鉄
だ
っ
た
。
大
阪
電
気
軌
道
創
業
20

周
年
に
あ
た
る
昭
和
６
（
１
９
３
１
）
年
３

月
17
日
、
上
本
町
・
宇
治
山
田
間
の
直
通
運

転
が
開
始
。
所
要
時
間
は
、
国
鉄
の
既
成
線

よ
り
は
る
か
に
短
い
２
時
間
31
分
で
あ
る
。

当
時
は
ま
だ
旅
行
に
出
づ
ら
か
っ
た
女
性
や

子
ど
も
で
も
、
安
心
し
て
日
帰
り
の
伊
勢
参

り
が
で
き
る
、
と
い
う
の
が
う
た
い
文
句

だ
っ
た
。

大
阪
と
伊
勢
志
摩
と
を
結
ぶ
直
通
電
車

は
、
伊
勢
参
り
の
客
足
の
み
な
ら
ず
、
や
が

行商が盛んだったころの鮮魚列車
（鶴橋駅にて、昭和 63〈1988〉年、梅田豪氏撮影、近鉄グループホー
ルディングス株式会社提供）

旅の文化研究所
研究主幹・博士（文学）

山本志乃
Shino YAMAMOTO
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て
は
通
勤
通
学
の
足
を
助
け
、
修
学
旅
行
の

子
ど
も
た
ち
を
歓
喜
さ
せ
、
そ
し
て
ま
た
、

伊
勢
志
摩
か
ら
の
魚
を
運
ぶ
道
と
も
な
っ

た
。
行
商
と
い
う
と
、
い
か
に
も
前
近
代
的

な
古
め
か
し
い
商
売
の
よ
う
だ
が
、
実
の
と

こ
ろ
鮮
魚
列
車
こ
そ
、
伊
勢
志
摩
の
新
鮮
な

魚
介
を
最
も
早
く
、
確
実
に
大
阪
へ
と
届
け

る
手
段
に
他
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

「
カ
ン
カ
ン
部
隊
」
の
登
場

鉄
道
を
使
っ
た
魚
行
商
は
、
統
制
経
済
が

終
わ
っ
た
昭
和
20
年
代
後
半
か
ら
、
全
国
的

に
盛
ん
に
な
っ
た
。
そ
の
業
態
に
は
共
通
す

る
い
く
つ
か
の
特
徴
が
あ
る
。
ま
ず
、
主
に

女
性
が
従
事
す
る
こ
と
。
集
団
で
あ
る
こ

と
。
そ
し
て
、
運
搬
道
具
と
し
て
ブ
リ
キ
製

の
カ
ン
を
使
う
こ
と
。
こ
う
し
た
特
徴
か

ら
、「
カ
ン
カ
ン
部
隊
」
と
か
「
ガ
ン
ガ
ン

部
隊
」
な
ど
と
よ
ば
れ
、
こ
の
人
た
ち
の
た

め
の
専
用
列
車
や
専
用
車
両
が
用
意
さ
れ
る

こ
と
も
多
い
。

近
鉄
線
の
鮮
魚
列
車
を
使
う
行
商
人
の
う

ち
、
当
初
か
ら
大
半
を
占
め
て
き
た
の
は
、

松
阪
駅
を
利
用
す
る
猟
師
支
部
の
人
た
ち

だ
。
こ
こ
は
古
く
か
ら
漁
業
を
な
り
わ
い
と

す
る
地
域
で
、
も
と
も
と
松
阪
の
町
場
に
向

け
た
魚
行
商
が
盛
ん
だ
っ
た
。
戦
前
に
は
、

魚
を
入
れ
た
籠
を
天
秤
棒
で
担
い
、
歩
い
て

売
り
に
行
っ
た
と
い
う
。
荷
車
や
自
転
車
を

使
っ
た
行
商
も
行
わ
れ
て
い
た
が
、
太
平
洋

戦
争
に
よ
る
物
資
統
制
で
中
断
の
の
ち
、
昭

和
20
年
代
後
半
に
復
活
し
た
。

猟
師
町
近
く
に
住
む
あ
る
女
性
（
１
９
３

６
年
生
ま
れ
）
は
、
結
婚
前
の
20
歳
く
ら
い

の
こ
ろ
に
、
近
隣
の
女
性
た
ち
5
人
ほ
ど
で

行
商
を
始
め
た
。
漁
師
を
し
て
い
た
親
が

と
っ
た
ア
サ
リ
を
竹
製
の
四
角
い
八
百
屋
籠

に
入
れ
、
早
朝
に
自
転
車
で
津
ま
で
売
り
に

行
っ
た
。
こ
れ
を
１
年
ほ
ど
続
け
た
の
ち
、

結
婚
と
前
後
し
て
、
今
度
は
近
鉄
線
を
使
っ

て
大
和
（
奈
良
）
方
面
へ
行
き
始
め
た
。
同

じ
く
八
百
屋
籠
を
使
い
、
中
に
筵

む
し
ろ

の
よ
う
な

も
の
を
敷
い
て
、
ア
サ
リ
や
塩
サ
バ
、
カ
レ

イ
、
エ
ビ
、
ワ
タ
リ
ガ
ニ
な
ど
を
持
っ
て

行
っ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
30
年
代
半
ば
に
、
夫
婦
で

大
阪
へ
と
足
を
の
ば
す
。
こ
れ
を
「
大
阪
行

き
」
と
よ
び
、
そ
れ
ま
で
の
八
百
屋
籠
に
か

え
て
ブ
リ
キ
カ
ン
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
。

カ
ン
は
、
香か

ら

す

良
洲
（
津
市
）
の
行
商
人
が

使
っ
て
い
た
も
の
を
ま
ね
て
、
地
元
の
樋と

い

屋

で
作
っ
て
も
ら
っ
た
。

「
大
阪
行
き
は
、
初
め
は
12
人
だ
っ
た
」

と
こ
の
女
性
は
い
う
。
そ
れ
が
、
数
年
の
間

に
何
倍
に
も
増
え
、
昭
和
40
年
代
半
ば
に
は

３
０
０
人
近
く
に
ま
で
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
。

そ
の
背
景
に
は
、
伊
勢
湾
沿
岸
の
漁
村
の
変

化
が
あ
る
。
昭
和
28
（
１
９
５
３
）
年
と
34

（
１
９
５
９
）
年
、
相
次
ぐ
大
型
台
風
の
来

襲
で
網
船
が
操
業
で
き
な
く
な
り
、
新
た
な

生
計
手
段
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
。
結
果
、
多
く
の
漁
師
た
ち
が
ジ
ョ
レ

ン
１
本
あ
れ
ば
で
き
る
貝
取
り
へ
と
移
行
し

た
。
当
時
は
ま
だ
出
荷
や
共
同
販
売
の
シ
ス

テ
ム
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
と
っ
た
貝
を
各
自

が
家
に
運
び
、
砂
を
吐
か
せ
、
主
に
女
性
た

ち
が
朝
ま
だ
暗
い
う
ち
か
ら
自
転
車
で
売
り

歩
い
た
。
行
商
は
こ
の
地
域
の
重
要
な
現
金

収
入
手
段
と
な
り
、
次
第
に
港
の
市
で
品
ぞ

ろ
え
を
増
や
し
、
電
車
を
使
っ
て
大
消
費
地

で
あ
る
大
阪
へ
と
売
り
に
行
く
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

伊
勢
志
摩
魚
行
商
組
合
連
合
会
が
結
成
さ

れ
た
当
時
の
規
約
に
、
近
鉄
と
の
確
認
事

項
と
し
て
、「
容
器
は
必
ず
カ
ン
を
使
用
す

る
こ
と
」
と
あ
る
。「
ブ
リ
キ
製
缶
で
容
積

０
・
０
４
７
立
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の
も
の
お

よ
び
、
０
・
０
２
２
立
方
メ
ー
ト
ル
以
内
の

も
の
各
1
個
」
と
、
大
き
さ
や
数
ま
で
指
定

さ
れ
て
い
る
。
カ
ン
を
使
用
す
る
の
は
、
水

漏
れ
を
防
ぐ
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
食
品
衛

生
管
理
の
問
題
が
大
き
い
。
鮮
魚
の
販
売

に
つ
い
て
は
都
道
府
県
ご
と
に
条
例
が
あ

り
、
鉄
道
を
使
っ
た
魚
行
商
が
全
国
的
に
盛

ん
に
な
っ
た
戦
後
の
復
興
期
以
降
、
行
商
営

業
を
登
録
・
許
可
制
と
す
る
と
と
も
に
、
衛

生
管
理
に
徹
す
る
よ
う
、
容
器
を
は
じ
め
さ

ま
ざ
ま
な
細
則
が
定
め

ら
れ
た
。
各
地
に
残
さ

れ
た
カ
ン
を
見
る
と
、

水
抜
き
用
の
栓
が
あ
っ

た
り
、
鮮
魚
と
加
工
品

と
を
分
け
て
収
納
で
き

る
よ
う
な
構
造
に
な
っ

て
い
た
り
と
、
そ
れ
ぞ

れ
に
工
夫
が
施
さ
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
カ
ン

は
、
地
元
の
職
人
が
細

則
に
合
わ
せ
て
一
つ
ず
つ
手
作
り
し
た
も
の

だ
。
猟
師
町
で
も
、
１
軒
だ
け
あ
っ
た
樋
屋

が
注
文
を
受
け
、
多
い
と
き
で
１
カ
月
に
１

０
０
個
ほ
ど
作
っ
た
と
い
う
。

鮮
魚
列
車
に
乗
る
行
商
人
た
ち
の
運
搬
具

は
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
が
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

製
の
魚
箱
に
変
わ
っ
た
が
、
ま
だ
一
部
の
人

た
ち
の
間
で
カ
ン
が
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ

を
見
る
と
、
当
初
の
規
約
に
あ
っ
た
サ
イ
ズ

の
倍
ほ
ど
で
、
全
国
的
に
見
て
も
か
な
り
大

き
い
。
商
売
が
軌
道
に
乗
る
に
つ
れ
、
持
っ

て
い
く
荷
の
量
が
増
え
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て

カ
ン
も
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。

か
つ
て
は
み
ん
な
こ
れ
を
使
っ
て
い
て
、
最

盛
期
の
鮮
魚
列
車
は
、
カ
ン
と
人
と
で
満

杯
。
網
棚
に
寝
る
人
も
い
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

大
阪
の
「
伊
勢
屋
」

５
年
ほ
ど
前
ま
で
猟
師
支
部
に
所
属
し
、

鮮
魚
列
車
を
使
っ
て
「
大
阪
行
き
」
を
続
け

て
い
た
60
代
の
あ
る
ご
夫
婦
は
、
大
阪
市
西大阪の商店街の「伊勢屋」（平成 26〈2014〉年、筆者撮影）
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成
区
の
商
店
街
に
店
を
構
え
て
商
売
を
し
て

い
た
。
店
の
名
は
「
伊
勢
屋
」
と
い
い
、
親

の
代
か
ら
55
年
に
わ
た
っ
て
近
隣
の
お
客
さ

ん
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。

商
売
を
始
め
た
の
は
昭
和
30
年
代
前
半
。

母
親
が
ひ
と
り
で
カ
ン
を
担
ぎ
、
こ
の
商
店

街
の
入
り
口
で
露
店
の
商
売
を
始
め
た
。
当

時
は
ま
だ
鮮
魚
列
車
は
運
行
さ
れ
て
お
ら

ず
、
松
阪
か
ら
近
鉄
の
急
行
電
車
に
乗
り
、

上
本
町
で
市
電
に
乗
り
換
え
て
行
っ
た
。

持
っ
て
い
く
の
は
、
早
朝
に
水
揚
げ
さ
れ

た
地
元
猟
師
町
の
魚
介
。
カ
ン
の
内
部
は
、

仕
切
り
を
兼
ね
た
厚
さ
６
セ
ン
チ
ほ
ど
の
ゲ

ス
と
い
う
ブ
リ
キ
の
皿
を
7
段
重
ね
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
る
。
ゲ
ス
に
氷
を
入
れ
、
カ

レ
イ
や
ボ
ラ
、
タ
イ
、
ア
ジ
、
ア
サ
リ
な
ど

季
節
ご
と
の
品
物
を
載
せ
、
売
り
場
で
そ
れ

を
そ
の
ま
ま
広
げ
て
盤ば

ん
だ
い台

が
わ
り
に
し
た
。

着
く
と
お
客
さ
ん
が
待
ち
か
ね
て
い
て
、
競

う
よ
う
に
買
っ
て
行
く
。
そ
う
や
っ
て
１
年

ほ
ど
露
店
の
商
売
を
続
け
た
後
、
同
じ
商
店

街
の
中
に
店
を
借
り
た
。
同
じ

こ
ろ
、
父
親
が
漁
師
を
や
め
、

夫
婦
ふ
た
り
で
本
格
的
に
行
商

に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

も
っ
と
も
よ
く
売
れ
た
の

は
、
大
阪
万
博
が
開
催
さ
れ
た

昭
和
45
（
１
９
７
０
）
年
ご

ろ
。
商
店
街
の
周
辺
に
は
、
小

さ
な
町
工
場
で
靴
の
製
造
を
す

る
卸
商
人
が
多
く
、
当
時
は
と

て
も
繁
盛
し
て
い
た
。
夜
遅
く

ま
で
働
く
靴
屋
さ
ん
た
ち
に
と

り
わ
け
喜
ば
れ
た
の
は
、
す
ぐ
に
食
べ
る
こ

と
が
で
き
る
刺
身
。
刺
身
は
露
店
で
商
売
を

し
て
い
た
こ
ろ
か
ら
人
気
が
高
く
、
バ
ケ
ツ

に
水
を
入
れ
、
そ
の
場
で
さ
ば
い
て
造
る
こ

と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

商
売
の
最
盛
期
だ
っ
た
こ
の
こ
ろ
は
、
行

商
人
の
数
も
多
く
、
鮮
魚
列
車
は
日
曜
も
祝

日
も
、
休
み
な
し
に
運
行
さ
れ
て
い
た
。
そ

れ
に
乗
る
行
商
人
に
も
休
み
は
な
い
。
毎

朝
、
港
の
市
で
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
ね
ば
っ
て
競せ

り
落
と
し
た
魚
を
鮮
魚
列
車
に
積
み
、
2
時

間
半
ほ
ど
を
か
け
て
商
売
に
行
く
。
元
漁
師

の
父
親
は
当
時
を
振
り
返
り
、「
鮮
魚
列
車

で
寝
て
い
く
の
が
好
き
だ
っ
た
」
と
語
る
。

な
ん
で
も
、「
ち
く
わ
を
つ
ま
み
に
、
一
杯

や
り
な
が
ら
行
く
」
の
だ
そ
う
だ
。
ほ
と
ん

ど
寝
る
時
間
も
な
い
ほ
ど
の
忙
し
い
毎
日
、

鮮
魚
列
車
に
揺
ら
れ
る
大
阪
ま
で
の
ひ
と
と

き
は
、
か
け
が
え
の
な
い
休
息
時
間
だ
っ

た
。と

こ
ろ
で
、
猟
師
町
周
辺
の
行
商
人
の
多

く
は
、
こ
の
ご
夫
婦
と
同
様
に
大
阪
の
商
店

街
に
店
を
構
え
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
れ

ら
の
店
の
名
は
、
み
な
「
伊
勢
屋
」。
平
成

12
（
２
０
０
０
）
年
当
時
の
猟
師
支
部
の
組

合
員
は
１
８
０
人
で
、
多
く
が
夫
婦
や
親
子

で
登
録
し
て
い
る
こ
と
か
ら
店
数
を
90
と
す

る
と
、
な
ん
と
90
も
の
「
伊
勢
屋
」
が
大
阪

に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
聞
け
ば
、
ど
こ
に

店
を
出
す
か
は
自
由
だ
が
、「
半
径
１
キ
ロ

以
内
に
は
出
店
し
な
い
」
と
い
う
の
が
、
互

い
の
不
文
律
と
し
て
堅
守
さ
れ
て
き
た
と
い

う
。大

阪
は
、
そ
も
そ
も
鮮
魚
を

好
む
土
地
柄
で
、
と
り
わ
け
瀬

戸
内
海
か
ら
西
の
地
域
を
産
地

と
す
る
マ
ダ
イ
な
ど
の
高
級
魚

に
大
き
な
価
値
を
置
く
食
文
化

が
あ
る
。
そ
う
し
た
な
か
で
、

伊
勢
志
摩
地
方
は
、
大
阪
市
中

央
卸
売
市
場
本
場
を
核
と
す
る

広
域
的
な
水
産
物
流
通
の
現
場

で
は
、
さ
ほ
ど
主
要
な
出
荷
地

と
し
て
認
識
は
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
つ
ま
り
、
近
鉄
線
を

利
用
し
た
行
商
に
よ
っ
て
初
め

て
、
こ
の
地
域
の
魚
介
類
が
ま

と
ま
っ
て
大
阪
へ
と
持
ち
込
ま

れ
た
こ
と
に
な
る
。

今
で
こ
そ
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
で
も
産
地
と
の
直

接
的
な
取
引
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
昭
和
30
～
40
年
代

に
は
ま
だ
そ
う
し
た
傾
向
は
な

い
。
そ
こ
に
現
れ
た
の
が
、「
伊
勢
屋
」
の

人
た
ち
だ
っ
た
。
産
地
か
ら
直
接
魚
を
持
参

し
、
販
売
す
る
と
い
う
方
法
は
、
そ
れ
自
体

が
極
め
て
ま
れ
な
こ
と
で
あ
り
、
消
費
者
に

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
こ
と
だ
ろ

う
。
し
か
も
彼
ら
の
多
く
が
行
先
と
し
た
の

は
、
大
阪
の
西
成
区
、
大
正
区
、
平
野
区
、

守
口
市
、
高
槻
市
な
ど
、
戦
後
の
人
口
移
入

で
拡
大
し
た
都
市
部
や
住
宅
密
集
地
だ
っ

た
。近

鉄
線
を
使
っ
た
「
伊
勢
屋
」
の
行
商
人

昭和 40（1965）年ごろの鶴橋駅の近鉄線ホームと行商人
のカン（近鉄グループホールディングス株式会社提供）

大阪上本町駅に到着した鮮魚列車。真紅の車体と正面の白帯がトレードマーク
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は
、
当
時
さ
ほ
ど
定
着
し
て
い
な
か
っ
た

「
産
地
直
送
」
を
先
駆
的
に
実
践
し
、
大
阪

の
人
た
ち
に
「
伊
勢
も
ん
」
と
い
う
鮮
魚
に

対
す
る
新
た
な
価
値
観
を
浸
透
さ
せ
た
。
そ

し
て
、
鮮
度
の
高
い
良
質
の
魚
介
を
比
較
的

安
価
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
大
阪
で
長
年
培

わ
れ
て
き
た
魚
食
文
化
の
伝
統
に
、
大
衆
化

と
い
う
裾
野
を
広
げ
る
役
割
を
果
た
し
た
の

で
あ
る
。

女
性
の
行
商
と
鉄
道

魚
行
商
は
、
カ
ン
ひ
と
つ
あ
れ
ば
始
め
ら

れ
る
手
軽
さ
と
、
初
期
投
資
の
小
さ
さ
が
特

徴
で
、
全
国
的
に
み
れ
ば
、
漁
家
の
副
業
や

家
庭
内
の
分
業
と
い
っ
た
位
置
づ
け
に
あ
る

の
が
一
般
的
だ
。
と
こ
ろ
が
、
近
鉄
線
の

「
伊
勢
屋
」
の
行
商
人
た
ち
は
、
当
初
の
大

和
方
面
か
ら
大
阪
へ
と
足
を
の
ば
し
、
設
備

投
資
に
も
力
を
入
れ
、
常
設
店
舗
を
構
え
る

ま
で
に
な
っ
た
。
あ
く
ま
で
行
商
と
い
う
ス

タ
イ
ル
を
と
り
な
が
ら
も
、
も
は
や
個
人
的

な
小
商
い
の
域
を
こ
え
、
継
続
的
な
利
益
目

標
を
掲
げ
る
家
族
経
営
の
商
売
へ
と
成
長
し

た
。
行
商
の
多
く
が
衰
退
す
る
な
か
で
、
他

地
域
と
一
線
を
画
し
て
存
続
し
て
き
た
背
景

に
は
、
産
地
で
あ
る
伊
勢
志
摩
と
大
消
費
地

で
あ
る
大
阪
と
を
直
接
結
ぶ
鮮
魚
列
車
の
存

在
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

漁
村
に
限
ら
ず
農
村
で
も
、
生
産
物
を
近

隣
へ
と
売
り
歩
く
行
商
は
、
古
く
か
ら
現
金

収
入
を
得
る
た
め
の
重
要
な
な
り
わ
い
だ
っ

た
。
そ
し
て
そ
の
多
く
は
、
女
性
の
手
に

よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
。

生
鮮
食
品
を
扱
う
女
性
の
行
商
は
、
日
帰

り
が
原
則
だ
。
そ
の
た
め
徒
歩
の
時
代
に

は
、
最
大
で
も
往
復
で
十
里
（
約
40
キ
ロ
）

程
度
を
行
先
と
し
た
。
籠
ひ
と
つ
背
負
っ
て

自
分
の
足
を
頼
り
に
行
商
に
出
る
女
性
た
ち

に
と
っ
て
、
鉄
道
は
、
販
路
を
広
げ
る
う
え

で
き
わ
め
て
有
効
な
手
段
と
な
っ
た
。
決

ま
っ
た
時
間
に
列
車
に
乗
り
さ
え
す
れ
ば
、

荷
物
と
と
も
に
間
違
い
な
く
目
的
地
ま
で
運

ん
で
も
ら
え
る
。
そ
し
て
、
着
い
た
先
で
列

車
を
降
り
た
あ
と
は
、
得
意
先
の
家
々
を
歩

い
て
回
る
。
そ
れ
ま
で
徒
歩
で
日
帰
り
で
き

る
程
度
の
行
動
範
囲
だ
っ
た
も
の
が
、
生
活

圏
を
離
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
１
０
０
キ
ロ

を
超
え
る
先
ま
で
へ
も
足
を
の
ば
す
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た
。

首
都
圏
で
な
じ
み
深
い
行
商
列
車
に
は
、

京
成
電
鉄
が
昭
和
10
（
１
９
３
５
）
年
か
ら

運
行
し
て
き
た
「
嵩か

さ
だ
か高

荷
物
専
用
列
車
」
が

あ
る
。
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
３
月
に
廃

止
さ
れ
た
際
に
は
、
普
通
列
車
の
最
後
尾
一

両
の
み
と
な
っ
て
い
た
が
、
か
つ
て
行
商
人

が
大
勢
い
た
と
き
に
は
専
用
電
車
と
し
て
運

行
さ
れ
て
い
た
。
行
商
人
の
多
く
は
、
千
葉

県
北
西
部
の
北
総
と
よ
ば
れ
る
農
村
地
域
の

女
性
た
ち
だ
。「
嵩
高
」
の
言
葉
ど
お
り
、

自
分
の
背
丈
ほ
ど
も
あ
り
そ
う
な
大
き
な
荷

物
を
背
負
う
。「
カ
ツ
ギ
ヤ
の
お
ば
さ
ん
」

の
名
で
も
知
ら
れ
、
京
成
電
鉄
の
ほ
か
総
武

本
線
、
成
田
線
、
常
磐
線
な
ど
も
使
っ
て
東

京
方
面
へ
と
出
か
け
た
。
専
用
車
こ
そ
な
く

な
っ
た
も
の
の
、
今
で
も
こ
れ
ら
の
沿
線
で

は
、
行
商
を
続
け
る
女
性
の
姿
を
わ
ず
か
な

が
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
地
域
で
鉄
道
を
使
っ
た
野
菜
行
商
が

始
ま
っ
た
の
は
大
正
半
ば
の
こ
と
。
そ
の

後
、
昭
和
初
め
の
農
村
不
況
や
相
次
ぐ
水
害

な
ど
の
影
響
で
、
蔬そ

さ

い菜
を
直
接
売
っ
て
日
銭

が
入
る
と
い
う
利
点
か
ら
、
東
京
へ
の
行
商

が
急
増
す
る
。
戦
争
に
よ
る
中
断
を
経
て
、

戦
後
再
び
盛
ん
に
な
り
、
一
時
は
周
辺
の
農

家
の
ほ
と
ん
ど
が
行
商
に
携
わ
る
ま
で
に

な
っ
た
。
昭
和
39
（
１
９
６
４
）
年
当
時
、

成
田
線
と
総
武
本
線
、
京
成
電
鉄
の
沿
線
地

域
に
そ
れ
ぞ
れ
の
行
商
人
の
組
合
が
あ
り
、

人
数
は
合
わ
せ
て
４
０
０
０
人
に
も
の
ぼ
っ

て
い
る
。

魚
に
し
ろ
野
菜
に
し
ろ
、
大
き
な
荷
物
を

担
い
で
売
り
に
行
く
行
商
は
、
過
酷
な
労
働

だ
。
だ
が
そ
れ
を
支
え
て
き
た
の
は
、
行
先

で
待
っ
て
い
る
お
得
意
さ
ん
の
存
在
で
あ

る
。カ

ン
カ
ン
部
隊
も
、
カ
ツ
ギ
ヤ
の
お
ば
さ

ん
た
ち
も
、
行
商
人
は
み
な
、
自
分
の
足
で

販
路
を
開
拓
し
、
お
客
さ
ん
の
好
み
や
必
要

に
応
じ
た
品
ぞ
ろ
え
を
工
夫
し
な
が
ら
、
長

年
に
わ
た
っ
て
得
意
先
と
の
信
頼
関
係
を
築

き
あ
げ
て
き
た
。
乗
り
合
わ
せ
る
列
車
の
中

で
は
、
行
商
人
同
士
が
互
い
に
必
要
な
も
の

を
調
達
し
あ
っ
た
り
、
情
報
交
換
を
し
た
り

も
す
る
。
行
商
列
車
は
、
た
だ
単
に
人
や
モ

ノ
を
運
ぶ
の
で
な
く
、
行
商
人
に
と
っ
て
の

交
流
と
交
易
の
場
と
も
な
っ
て
い
た
。

か
つ
て
大
勢
い
た
行
商
人
の
活
躍
は
、
歴

史
の
表
舞
台
に
ほ
と
ん
ど
現
れ
る
こ
と
は
な

い
。
と
同
時
に
、
全
国
各
地
に
あ
っ
た
行
商

列
車
も
ま
た
、
社
史
に
刻
ま
れ
る
こ
と
な
く

多
く
が
姿
を
消
し
た
。
だ
が
、
行
商
と
い
う

商
い
そ
の
も
の
は
、
形
を
変
え
な
が
ら
こ
れ

か
ら
も
消
え
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
く
だ
ろ

う
。
産
地
と
食
卓
と
を
と
り
結
び
、「
信
頼
」

と
「
鮮
度
」
を
担
っ
て
歩
く
行
商
は
、
い
か

な
る
時
代
に
あ
っ
て
も
社
会
に
必
要
と
さ

れ
、
忘
れ
得
ぬ
記
憶
と
と
も
に
受
け
継
が
れ

て
い
く
仕
事
だ
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

〈
主
な
参
考
文
献
〉

山
本
志
乃
『
行
商
列
車
―
〈
カ
ン
カ
ン
部
隊
〉
を

追
い
か
け
て
―
』
創
元
社　

２
０
１
５
年

千
葉
県
博
図
公
連
携
事
業
実
行
委
員
会
『
お
ば

ち
ゃ
ん
た
ち
の
野
菜
行
商
―
カ
ゴ
を
背
負
っ
て
東

京
へ
―
』
２
０
１
９
年

列車行先表示板
（近鉄グループホールディングス株式会社提供）



愛
用
し
て
い
る
手
帳
に
は
、
全
国
の
主
な
都
市

部
の
路
線
図
が
つ
い
て
い
る
。
初
め
て
そ
の

路
線
図
を
見
た
と
き
、
東
京
都
心
部
・
上
野
駅
辺
り

か
ら
右
方
向
、
成
田
空
港
の
方
に
視
線
を
移
し
て

い
っ
て
、
ふ
と
目
に
留
ま
っ
た
小
さ
な
楕
円
。
京
成

電
鉄
本
線
の
ユ
ー
カ
リ
が
丘
駅
か
ら
延
び
る
「
棒
付

き
ア
メ
」
の
よ
う
な
形
の
路
線
。「
な
ん
だ
ろ
う
…
」

と
思
っ
て
い
た
、
そ
の
路
線
こ
そ
、
不
動
産
会
社
が

開
発
す
る
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
住
民
の
た
め
に
つ
く

り
、
運
営
し
て
い
る
世
に
も
珍
し
い
電
車
、
山
万

ユ
ー
カ
リ
が
丘
線
だ
。

あ
っ
と
い
う
間
に

京
成
電
鉄
本
線
「
ユ
ー
カ
リ
が
丘
」
に
連
絡
す
る

山
万
ユ
ー
カ
リ
が
丘
線
の
発
着
駅
は
、
こ
ち
ら
も

「
ユ
ー
カ
リ
が
丘
」。
３
階
く
ら
い
の
高
さ
に
あ
る
ホ
ー

ム
か
ら
は
、
高
架
の
軌
道
が
駅
周
辺
の
商
業
ビ
ル
や

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
間
を
延
び
て
い
く
の
が
見
え
る
。

街
が
造
ら
れ
、
電
車
の
運
行
が
始
ま
っ
て
か
ら
40
年

近
く
が
過
ぎ
て
い
る
と
い
う
け
れ
ど
、
中
空
を
滑
る

よ
う
に
電
車
が
走
っ
て
く
る
さ
ま
は
、
子
ど
も
の
頃

に
想
像
し
た
「
未
来
の
街
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
。

ク
リ
ー
ム
色
の
３
両
編
成
の
電
車
の
愛
称
は
、

「
こ
あ
ら
号
」。
ゴ
ム
の
タ
イ
ヤ
で
走
る
新
交
通
シ
ス

テ
ム
の
せ
い
か
、
ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン
と
い
う
よ
り
ボ
コ

ン
ボ
コ
ン
と
い
っ
た
音
と
と
も
に
走
り
出
す
。

車
窓
に
広
が
る
マ
ン
シ
ョ
ン
や
家
並
み
に
、「
さ

す
が
は
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
！
」
と
思
っ
た
の
は
、
棒
付

き
ア
メ
状
の
路
線
の
棒
に
あ
た
る
部
分
、
電
車
が
公

園
駅
に
着
く
ま
で
。
ア
メ
の
部
分
に
入
る
と
一
気
に

緑
が
増
え
て
く
る
。
び
し
っ
と
区
画
整
理
さ
れ
た

家
々
が
一
面
に
連
な
る
光
景
を
予
想
し
て
い
た
け
れ

ど
、
ど
う
や
ら
違
っ
て
い
た
ら
し
い
。

街
並
み
を
確
認
し
よ
う
と
車
窓
に
か
じ
り
つ
く

も
、
土
地
に
起
伏
が
あ
る
の
か
、
高
架
だ
っ
た
軌
道

は
次
第
に
地
面
と
同
じ
高
さ
に
な
り
、
家
々
よ
り
も

低
く
な
り
、
つ
い
に
は
ト
ン
ネ
ル
に
突
入
。
再
び
視

界
が
高
く
な
っ
て
高
架
に
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で

「
次
は
～
公
園
、
公
園
で
す
」
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
入

る
。
あ
っ
と
い
う
間
に
1
周
、
ア
メ
部
分
は
走
破
!?　

ユ
ー
カ
リ
が
丘
駅
に
戻
っ
て
し
ま
う
前
に
、
公
園
駅

で
急
ぎ
下
車
。

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
歩
い
て
見
学

高
架
に
な
っ
た
公
園
駅
の
眼
下
に
は
、
名
前
の
と

お
り
広
々
と
し
た
公
園
が
広
が
る
。
ひ
と
ま
ず
駅
を

出
て
公
園
の
ベ
ン
チ
で
山
万
株
式
会
社
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
検
索
。
山
万
ユ
ー
カ
リ
が
丘
線
は
１
周
約

14
分
。
運
行
距
離
は
約
５
㎞
、
建
設
距
離
は
約
４
㎞

と
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
ユ
ー
カ
リ
が
丘
駅
か
ら

地
区
セ
ン
タ
ー
駅

－

公
園
駅
ま
で
の
棒
部
分
が
約
１

㎞
で
、
公
園
駅
か
ら
女
子
大
駅

－

中
学
校
駅

－

井
野

駅
を
通
っ
て
再
び
公
園
駅
に
戻
っ
て
く
る
ア
メ
部
分

が
約
３
㎞
。
ち
ょ
っ
と
頑
張
れ
ば
、
全
線
歩
い
て
制

覇
で
き
る
。

公
園
駅
か
ら
時
計
回
り
。
軌
道
沿
い
を
電
車
の
進

路
と
は
逆
方
向
に
歩
い
て
み
る
。
軌
道
の
左
側
、
ア

メ
の
外
側
は
家
並
み
が
続
い
て
い
る
よ
う
だ
。
ア
メ

の
内
側
部
分
は
軌
道
近
く
こ
そ
造
成
さ
れ
た
住
宅
地

に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
少
し
深
く
に
入
る
と
公
園

や
広
々
と
し
た
緑
地
、
畑
、
さ
ら
に
は
人
の
手
が

入
っ
て
い
な
さ
そ
う
な
雑
木
林
が
広
が
っ
て
い
る
。

住
宅
が
途
切
れ
た
と
こ
ろ
に
は
こ
ん
も
り
と
木
が
生

い
茂
る
丘
が
あ
り
、
ふ
も
と
に
は
「
八は

っ
し
ゃ社

大お
お

神か
み

入

ユーカリが丘駅周辺は、子どもの頃に想像した「近未来の街」に近い光景。

山万株式会社鉄道事業部
連
　
載文・写真　松澤美穂

誕
生
か
ら
約
40
年
。

豊
富
な
緑
を
残
し
た
ま
ま
、

今
も
成
長
を
続
け
る「
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」。

街
と
共
に
生
ま
れ
た
小
さ
な
電
車
が
、

そ
の
成
長
を
支
え
て
い
る
。

山万ユーカリが丘線
【やままんユーカリがおかせん】

ニュータウン「ユーカリが丘」の開発と
あわせて運行を開始した新交通システム。
終着駅・ユーカリが丘駅で京成電鉄本線
に連絡し、ニュータウン住民の移動を支
える。 中学校

女子大

公園

地区センター

ユーカリが丘

ユーカリが丘

京成電鉄本線

井野
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口
」
の
石
柱
。
入
っ
て
み
れ
ば
、
小
さ
い
な
が
ら
も

歴
史
の
あ
り
そ
う
な
神
社
が
鎮
座
し
て
い
る
。
公
園

が
多
い
こ
と
は
地
図
で
確
認
し
て
い
た
け
れ
ど
、

「
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
場
所
に
、
畑
や
雑

木
林
、
古
く
か
ら
あ
る
神
社
が
残
っ
て
い
る
と
は
思

わ
な
か
っ
た
。

ア
メ
部
分
は
ま
る
で
箱
庭

軌
道
の
内
側
外
側
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
な
が
ら

歩
く
う
ち
に
、
い
つ
の
間
に
か
井
野
駅
を
通
過
し
て

い
た
よ
う
で
、
中
学
校
駅
に
到
着
。
中
学
校
駅
の
近

く
に
は
中
学
校
が
あ
る
。
公
園
駅
と
い
い
、
中
学
校

駅
と
い
い
、
何
と
も
潔
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
。

中
学
校
駅
を
出
る
と
軌
道
は
次
第
に
高
架
に
な
っ

て
い
き
、
女
子
大
駅
ま
で
大
き
な
孤
を
描
い
て
延
び

て
い
く
。
軌
道
の
下
や
孤
の
内
側
に
は
緑
地
や
畑
、

空
き
地
や
雑
木
林
が
混
在
し
た
場
所
が
広
が
る
。
ど

こ
か
か
ら
内
側
に
入
れ
る
ら
し
く
、
散
策
し
て
い
る

人
影
も
あ
る
。
内
側
に
入
る
道
を
探
し
つ
つ
女
子
大

駅
を
通
過
。
ち
な
み
に
、
女
子
大
駅
の
近
く
に
は
女

子
大
で
は
な
く
小
学
校
が
あ
る
。「
小
学
校
駅
」
の

方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
け
れ
ど
、
き
っ
と

何
か
由
来
が
あ
っ
て
、
愛
着
も
あ
る
ん
だ
ろ
う
。

女
子
大
駅
を
通
り
過
ぎ
た
す
ぐ
近
く
に
、
内
側
に

入
る
道
路
を
発
見
。
内
側
は
、
上
か
ら
見
て
い
た
以

上
に
雑
草
が
勢
い
よ
く
生
い
茂
る
。
し
か
し
、
上
空

に
は
遮
る
も
の
が
な
く
て
開
放
感
が
あ
る
。
高
架
上

を
電
車
が
右
か
ら
左
へ
走
っ
て
行
く
の
が
ぐ
る
り
と

見
渡
せ
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
箱
庭
の
よ
う
。

散
策
し
て
い
る
人
を
見
か
け
た
方
へ
、
雑
木
林
沿

い
の
細
い
道
に
入
っ
て
い
く
と
、
池
が
広
が
り
、
遊

歩
道
も
整
備
さ
れ
た
緑
地
と
住
宅
地
に
つ
な
が
る
。

見
た
よ
う
な
景
色
…
と
思
っ
た
ら
、
八
社
大
神
入
口

の
石
柱
を
発
見
。
そ
れ
ほ
ど
歩
く
こ
と
も
な
く
、
女

子
大
駅
か
ら
中
学
校
駅
ま
で
の
横
断
終
了
。
ア
メ
の

大
き
さ
は
、
想
像
よ
り
小
さ
か
っ
た
ら
し
い
。

目
指
せ
全
線
徒
歩
制
覇

戻
っ
て
き
た
中
学
校
駅
か
ら
、
今
度
は
ア
メ
の
外

側
に
向
か
っ
て
足
を
伸
ば
す
。
外
側
は
軌
道
か
ら
離

れ
て
も
住
宅
地
が
途
切
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
同
じ

よ
う
な
家
が
機
械
的
に
連
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
た
く
さ
ん
の
花
々
に
彩
ら
れ
た
家
も
あ
れ
ば
、

落
ち
葉
一
枚
落
ち
て
い
な
い
家
や
、
は
っ
と
目
を
引

く
デ
ザ
イ
ン
の
家
も
あ
る
。
外
観
に
住
む
人
の
個
性

が
見
え
て
面
白
い
。
家
々
の
築
年
数
は
マ
チ
マ
チ

で
、
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
と
更
地
も
あ
る
し
、
何
軒
分
か

を
ま
と
め
て
建
築
中
の
一
区
画
や
「
住
宅
用
地
」
の

看
板
が
立
て
ら
れ
た
広
々
と
し
た
空
き
地
も
あ
る
。

公
園
や
大
雨
に
備
え
た
調
整
池
が
整
え
ら
れ
て
い

る
一
方
で
、
木
に
呑
み
込
ま
れ
た
よ
う
な
小
さ
な
社

や
、
国
指
定
史
跡
の
あ
る
雑
木
林
が
そ
の
ま
ま
残
さ

れ
て
も
い
る
。
新
旧
入
り
混
じ
っ
て
変
化
し
続
け
る

街
こ
そ
が
、「
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」
な
の
か
も
し
れ
な

い
。足

の
向
く
ま
ま
歩
い
て
行
く
と
、
視
線
の
先
に
商

業
ビ
ル
や
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
見
え
て
き
た
。
中
学

校
駅
か
ら
ア
メ
の
外
側
を
左
回
り
に
大
き
く
回
っ

て
、
ユ
ー
カ
リ
が
丘
駅
付
近
に
戻
っ
て
き
た
ら
し

い
。
こ
れ
で
全
線
歩
き
通
し
た
!?　

と
思
っ
て
気
付

く
。
女
子
大
駅
か
ら
ア
メ
部
分
を
横
断
し
て
中
学
校

駅
側
に
抜
け
て
き
た
た
め
、
女
子
大
駅

－

公
園
駅
間

は
歩
い
て
い
な
い
。
目
指
せ
全
線
徒
歩
制
覇
！　

で

も
、
ひ
と
ま
ず
公
園
駅
ま
で
は
電
車
で
戻
ろ
う
。

緑地や雑木林を囲むように電車が走る。

公園駅。駅前には公園がある。こ
の先、路線は円を描く。電車は右
方向に進み、左から戻ってくる。

中学校駅－井野駅付近では、電車は住宅より下を走る。 アメ部分の内側には、緑地や古い神社も。街はまだまだ成長過程。
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東
京
生
ま
れ
の
せ
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
阪
急

宝
塚
線
と
い
う
と
民
営
鉄
道
の
中
で
も
高
級
感
あ

る
阪
急
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
に
宝
塚
歌
劇
の
華

や
か
さ
が
相
ま
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ

ク
な
印
象
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
鉄
道
と
社
寺
の

関
係
を
調
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
少
々
見
方
が
変

わ
っ
た
。

宝
塚
線
を
利
用
し
て
い
る
方
は
ご
存
じ
だ
ろ
う

が
、
こ
の
線
に
は
服
部
天
神
・
中
山
観
音
・
売め

ふ布

神
社
・
清き

よ
し
こ
う
じ
ん

荒
神
と
社
寺
の
名
が
つ
い
た
駅
が
多
い
。

こ
れ
は
能
勢
妙
見
宮
や
箕
面
弁
財
天
へ
向
か
う
参

詣
の
道
に
沿
っ
て
鉄
路
が
敷
か
れ
た
か
ら
だ
。

宝
塚
本
線
お
よ
び
箕
面
線
は
阪
急
電
鉄
の
前

身
・
箕
面
有
馬
電
気
軌
道
に
よ
っ
て
、明
治
43
（
１

９
１
０
）
年
に
開
業
し
た
。
箕
面
有
馬
電
気
軌
道

は
大
阪
と
有
馬
温
泉
を
つ
な
ぐ
こ
と
を
う
た
っ
て

い
た
が
、
社
名
に
「
箕
面
」
が
入
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
参
詣
者
の
輸
送
も
強
く

意
識
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
（
有
馬
温
泉
延
伸

は
難
工
事
な
ど
の
た
め
実
現
し
な
か
っ
た
）。

沿
線
の
服
部
天
神
宮
の
由
緒
書
き
に
も
こ
う
書

か
れ
て
い
る
。「
箕
面
有
馬
電
気
軌
道
は
殷イ

ン
シ
ン賑
を
極

め
た
服
部
天
神
前
ま
で
、
態ワ

ザ
ワ
ザ々

三
国
か
ら
電
車
を

迂ウ
カ
イ回

し
て
駅
を
設
け
、
駅
名
を
『
服
部
天
神
駅
』

と
名
付
け
た
程
で
し
た
」

「
迂
回
」
が
事
実
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
服
部
天

神
駅
の
ホ
ー
ム
に
は
服
部
天
神
宮
の
御
神
木
が
今

参
詣
路
を
走
っ
た

「
ミ
ミ
ズ
電
車
」が
民
営

鉄
道
の
鏡
と
な
る
ま
で

宝塚大劇場の前をゆく阪急電鉄の車両。

大阪府・兵庫県

阪急電鉄
宝塚本線・箕面線

文・渋谷申博
text by Nobuhiro SHIBUYA

連
載　

第
３
回
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も
堂
々
と
立
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
宝
塚
線
に
関
し
て
は
、
も
う
一
つ
の

起
源
の
こ
と
を
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
阪

鶴
鉄
道
の
こ
と
で
あ
る
。

阪
鶴
鉄
道
は
大
阪
と
舞
鶴
を
結
ぶ
路
線
を
建
設

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
し
た
会
社
で
あ
っ

た
が
、
官
鉄
や
競
合
他
社
と
の
関
係
か
ら
敷
設
が

許
さ
れ
た
の
は
神
崎
（
現
・
Ｊ
Ｒ
尼
崎
）

－

福
知

山
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
も
明
治
40
（
１
９

０
７
）
年
に
国
有
化
さ
れ
た
。
現
在
の
Ｊ
Ｒ
福
知

山
線
（
Ｊ
Ｒ
宝
塚
線
）
の
前
身
で
あ
る
。

こ
の
阪
鶴
鉄
道
は
支
線
と
し
て
大
阪

－

池
田
間

の
路
線
を
計
画
し
て
お
り
、
敷
設
免
許
も
受
け
て

い
た
。
箕
面
有
馬
電
気
軌
道
は
こ
の
計
画
を
実
質

的
に
受
け
継
ぐ
形
で
建
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

開
業
当
時
の
沿
線
は
田
畑
が
広
が
っ
て
住
宅
は

少
な
か
っ
た
の
で
「
ミ
ミ
ズ
電
車
」
と
揶や

ゆ揄
さ
れ

た
が
、
専
務
で
事
実
上
の
経
営
者
で
あ
っ
た
小
林

一
三
は
日
本
最
大
級
の
動
物
園
や
運
動
場
と
い
っ

た
施
設
を
沿
線
に
造
っ
た
り
、
住
宅
地
を
開
発
し

て
月
賦
で
販
売
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
興

し
て
乗
客
を
増
や
し
て
い
っ
た
。
宝
塚
歌
劇
は
そ

の
中
で
も
も
っ
と
も
成
功
し
た
も
の
の
一
つ
だ
。

小
林
の
こ
う
し
た
経
営
方
針
は
民
営
鉄
道
の
模

範
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
各
地
の
郊
外
が
開
発

さ
れ
て
い
っ
た
。

大
正
７
（
１
９
１
８
）
年
に
社
名
を
阪
神
急
行

電
鉄
と
変
え
、
こ
の
時
か
ら
「
阪
急
」
の
呼
称
が

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
、「
電
鉄
」
と
つ

け
た
の
は
、
軌
道
線
で
あ
っ
た
の
で
「
電
気
鉄
道
」

と
名
乗
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。こ
の
用
語
も
民

営
鉄
道
に
広
ま
り
、
そ
の
近
代
化
に
一
役
買
っ
た
。

しぶやのぶひろ
1960年、早稲田大学第一文学部卒。日本宗教史研究家。『一生に一度は参拝したい全国のお寺めぐり』『聖地鉄道めぐり』（以上、Ｇ.Ｂ．）、

『眠れなくなるほど面白い　図解　仏教』（日本文芸社）、『諸国神社　一宮・二宮・三宮』（山川出版社）ほか著書多数。

右／服部天神駅上りホー
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宝塚本線　大阪梅田－宝塚（24.5㎞）
箕 面 線　石橋阪大前－箕面（4.0㎞）
https://www.hankyu.co.jp/

大阪梅田大阪梅田

宝塚宝塚

清荒神清荒神

服部天神服部天神

売布神社売布神社
中山観音中山観音

箕面箕面

石橋阪大前石橋阪大前

宝塚本線

箕面線

JR 山陽新幹線

JR福知山線

JR東海道本線

宝塚大劇場 有馬温泉
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